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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
的
特
質

(1) 

陣
立
構
成
と
そ
の
推
移

天
文
十
三
年
、
少
弐
冬
尚
の
策
動
に
よ
っ
て
、
新
し
く
拍
頭
し
た
竜
造
寺
氏
が
肥
前
の
群
雄
K
包
囲
さ
れ
た
と
き
、
家
兼
は
同
時
三
面

作
戦
を
立
て
、
一
門
の
盛
家
・
信
以
（
家
重
）
・
家
直
を
上
松
浦
へ
、
同
じ
く
家
純
・
周
家
・
胤
門
・
家
久
を
多
久
へ
、
同
じ
く
家
門
・
頼

純
・
胤
直
・
常
家
・
家
親
（
家
宗
）
を
永
島
へ
進
攻
せ
し
め
、
そ
れ
ぞ
れ
松
浦
党
支
流
の
諸
氏
（
波
多
・
鶴
田
民
）
お
よ
び
多
久
（
前
多
久
家
）

・
有
馬
氏
ら
に
対
抗
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
竜
造
寺
氏
の
軍
事
力
が
竜
造
寺
氏
の
拍
頭
お
よ
び
一
門
の
形
成
過
程
に
対
応
し

一
門
を
中
心
と
す
る
陣
立
構
成
で
あ
り
、
戦
闘
隊
形
か
ら
は
じ
ま
っ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

翌
天
文
十
四
年
水
ヶ
江
竜
造
寺
系
の
諸
氏
が
戦
死
し
、
隆
信
の
登
場
、
そ
し
て
竜
造
寺
惣
領
家
（
村
中
竜
造
寺
）
の
相
続
と
な
る
が
、
こ

の
過
程
で
鍋
島
氏
以
下
の
譜
代
層
が
竜
造
寺
家
臣
団
の
な
か
で
有
力
な
地
位
を
占
め
、
天
文
二
十
二
年
、
納
富
道
周
・
小
川
武
純
（
信
安
）

・
江
副
久
吉
三
氏
を
中
心
と
す
る
譜
代
執
政
体
制
が
確
立
し
た
。
そ
の
後
の
竜
造
寺
氏
の
陣
立
構
成
は
一
門
・
譜
代
を
中
心
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
例
え
ば
永
禄
四
年
に
お
け
る
神
代
氏
攻
撃
の
際
は
、
先
陣
H
竜
造
寺
信
周
・
同
鍛
兼
・
小
川
信
友
（
信
俊
）
・
納
富
信
長
、
本
陣

リ
広
橋
信
了
（
先
陣
）
・
福
地
信
重
（
二
陣
）
・
旗
本
（
三
陣
）
、
後
陣
H
竜
造
寺
長
信
、
と
い
う
戦
闘
隊
形
を
と
っ
て
い
む

て、
永
禄
十
二
年
、
大
友
氏
の
肥
前
進
攻
に
際
し
て
は
譜
代
層
が
顕
著
な
活
躍
を
示
し
、
と
く
に
翌
元
亀
元
年
、
鍋
島
直
茂
が
今
山
合
戦
に

お
い
て
竜
造
寺
氏
を
勝
利
に
導
き
、
大
友
勢
を
肥
前
よ
り
撃
退
し
た
こ
と
は
、
竜
造
寺
体
制
下
に
お
け
る
鍋
島
氏
の
地
位
を
強
力
な
も
の

と
し
、
そ
の
後
の
陣
立
構
成
は
直
茂
が
先
陣
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
天
正
二
年
に
お
け
る
松
浦
地
方
の
平
定
に
際
し
て
は
、

第
四
表
に
み
る
よ
う
に
、
先
陣
U
鍋
島
直
茂
、
二
陣
U
小
川
信
俊
・
内
田
信
堅
、
三
陣
H
神
代
衆
・
江
上
衆
、
旗
本
隊
H
納
富
・
副
島
・

百
武
・
成
松
・
安
住
・
石
井
・
円
城
寺
氏
と
い
う
陣
立
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
途
中
よ
り
仁
戸
田
氏
以
下
の
千
葉
氏
の
家
人
が
参
陣
し
て

い
託
。
こ
の
陣
立
構
成
で
注
目
さ
れ
る
乙
と
は
、
東
部
肥
前
の
平
定
の
過
程
で
、
新
た
に
曙
下
に
属
し
た
神
代
・
江
上
氏
ら
の
被
官
衆
が



第4表松浦陣立（天正2年）

目ー名先陣｜ 鍋島2陣 l小川信俊・内田信堅
一 －
I］＿村代衆江上衆
｜納富家理・刑島光家

旗本｜ 百武賢兼・成松信勝

｜ 安住・石井・円城寺
一一一一一一一
〔註〕 『九州治乱記』巻20P.273a

三
陣
を
構
成
し
戦
闘
に
参
加
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
竜
造
寺
氏
の
陣
立
構
成

は
、
こ
れ
ま
で
の
一
門
・
譜
代
に
加
え
て
新
参
家
臣
の
外
様
衆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
そ
れ
は
隆
信
の
肥
前
征
覇
の
過
程
に
応
じ
て
拡
大
さ
れ
、
こ
こ
に
竜
造
寺
氏
の

「
幕
下
着
到
」
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

天
正
五
年
の
大
村
氏
攻
撃
に
際
し
て
は
、
鍋
島
（
直
茂
）
・
勝
屋
（
先
陣
）
、
納
富
・
小
川

（
二
陣
）
、
執
行
（
江
上
衆
）
・
神
代
（
神
代
衆
）
（
三
附
）
氏
ら
に
加
え
て
、
鹿
島
・
多
久
に
配
置

さ
れ
た
鍋
島
信
房
（
藤
津
衆
）
・
竜
造
寺
長
信
（
多
久
衆
）
と
千
葉
衆
が
四
障
を
構
成
し
、
松
浦

・
後
藤
両
氏
も
隆
信
の
催
促
に
応
じ
て
参
陣
し
て
い
る
。
ま
た
周
年
の
西
郷
氏
の
攻
撃
に
当

つ
て
は
、
竜
造
寺
（
康
房
）
・
小
川
（
先
陣
）
、
鍋
島
・
納
富
（
一
一
陣
）
、
倉
町
・
竜
造
寺
（
侭
時
）

二
局
木
盛
一
房
一
（
H
外
様
）
（
三
附
）
、
内
田
・
横
岳
』
家
実
（
H
外
様
）
・
馬
場
鑑
周
（
H
同
）
（
凶
陣
）
と
い
う
陣
立
構
成
の
外
、
新
た
に
大
村
（
純

忠
の
陣
代
）
・
松
浦
（
栄
の
陣
代
）
両
氏
を
は
じ
め
波
多
・
鶴
田
・
草
野
氏
ら
土
松
浦
の
諸
氏
お
よ
び
深
堀
氏
が
参
陣
し
て
い
る
。

の
中
心
は
筑
後
に
あ
っ
た
。

翌
天
正
六
年
、
有
馬
氏
の
投
降
に
よ
っ
て
肥
前
征
覇
を
完
了
し
た
隆
信
は
、
直
ち
に
筑
前
・
筑
後
に
対
す
る
経
略
を
開
始
し
た
が
、
そ

乙
の
と
き
の
陣
立
は
第
五
表
に
み
る
よ
う
に
、
先
陣
リ
鍋
島
直
茂
、
二
陣
H
納
富
家
景
、
三
陣
H
竜
造
寺
家

第5表

道
造
＋
一
す
出
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H
H

（磯野）

晴
、
四
陣
H
松
浦
衆
、
五
陣
H
後
藤
家
信
、
六
陣
H
竜

造
寺
長
信
、
七
陣
H
江
上
家
種
、
八
陣
リ
馬
場
鍛
周
、

し
ん
が
り

九
陣
神
代
氏
の
陣
代
と
千
布
家
利
、
殿
H
隆
信
旗
本
と

い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
）
、
一
円
以
下
新
旧
家
臣
聞
を

中
心
に
も
っ
と
も
整
備
し
た
陣
立
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
重
－
袋
な
こ
と
は
、
か
つ
て
彼
杵
・
高
来
陣
で
参
陣
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寺
家
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と
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質
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（
藤
野
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し
た
松
浦
・
大
村
・
深
堀
氏
ら
お
よ
び
西
郷
氏
が
着
到
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ζ

の
こ
と
は
、
か
れ
ら
が
竜
造
寺
氏
の
常
備
軍
H
家
臣

四

団
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
時
的
に
あ
る
い
は
臨
機
応
変
に
参
障
す
る
い
わ
ゆ
る
「
幕
下
着
到
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る

立（天正8年）

構成｜ i長 陣 部 将 名

先陣｜鍋島直茂

2 障 竜造寺信周
・竜造寺｛言純・電造寺家就・竜造寺鎮家・高木盛房

内田 ト落・倉町信俊・馬場鑑周・馬場鎮周・出雲信忠

3 陣 姉川信安・姉川信秀・横岳家実・横岳頼続・藤崎盛能

｜重松頼幸・粕イ言景・犬塚家広・鹿江｛言明堀江・鴨打

4 陣 徳島・安住・江副・馬渡・石井・福口

江上家種・後藤家信・竜造寺長信・神代弾正忠

松浦衆（松浦感の陣代・山代虎王丸の陣代・松浦鎮信の陣代）

藤津衆｛鍋永島信房・犬久塚間盛・嬉家・徳島信感・上諸盛員・原・吉岡・
回・辻・ 野

その他｜ 彼杵衆（認喜界？際♂類宇奈官：霊喜右衛門大夫・字

高来衆｛徳有純馬俊哨信の陣代・島原純豊・村i代貴茂・安富純泰・安

ー一一一一ーーーー一一一一ーー一一一一一一ーー一一一ー一ーーーー一一一ー－ーーー一一一一一一ーー一一一ーーーー一一ー－

筑後衆｛｛（蒲豊良池山・良家河恒寛崎鎮・・祝発田部尻・安錐三実種池鋲・草笑野・鑑安員武家・黒教木・家高永良山・商麟牟圭閉・鎖高

肥後衆小代親伝・隈部親永・大津山河内守・辺春親運

計 ｜ 5万余騎

陣後肥第 6表

乙
の
種
の
「
幕
下
着
到
」
は
、
竜
造
寺
権
力
の
強

化
・
分
国
の
拡
大
に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
く
が
、
天

先主
墜年
の
蒲三
池池
鎮氏
.!LJL 攻

三撃
陣官 l乙
）｝当
をつ
はず

Pほ町、
~田
m 尻

広鑑

思種

－
安
武
・
豊
鵠
・
堤
氏
な
ど
、
新
た
に
曙
下
に
属
し

た
筑
後
の
諸
氏
が
参
陣
し
て
お
り
v
、
さ
ら
に
肥
後
の

諸
氏
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
天
正
八

年
の
肥
後
陣
立
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の

『九iH治乱記』巻25P.335-6。

全
支
配
領
域
の
軍
事
力
を
動
員
し
た
最
大
規
模
の
陣

立
構
成
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

第
六
表
は
す
な
わ
ち
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
も
鍋
島
直
茂
が
先
陣
を
つ
と
め
、

陣
・
三
陣
・
四
陣
は
竜
造
寺
一
門
（
信
周
・
信
純
・
家

就
・
鎮
家
）
以
下
、
高
木
・
内
田
・
倉
町
・
馬
場
・

〔註〕

出
雲
・
姉
川
・
横
岳
・
藤
崎
・
重
松
・
本
告
・
犬
塚

・
鹿
江
・
堀
江
・
鴨
打
・
徳
島
・
安
住
・
江
副
・
馬



渡
・
石
井
氏
ら
新
旧
家
臣
凶
を
も
っ
て
構
成
し
、
そ
の
他
江
上
・
後
藤
・
屯
造
寺
（
長
信
）
・
神
代
氏
の
外
、
松
浦
衆
・
藤
津
衆
・
彼
杵
衆

・
高
来
衆
・
筑
後
衆
・
肥
後
衆
が
参
陣
し
、
着
到
数
五
万
余
騎
と
い
う
落
下
構
成
で
あ
っ
た
。

問
題
は
松
浦
衆
以
下
の
幕
下
構
成
で
あ
る
。
藤
津
衆
の
場
合
、
天
正
凶
年
、
藤
津
郡
に
新
た
に
配
置
さ
れ
た
鍋
島
信
房
一
・
犬
塚
盛
家
・

徳
島
信
盛
以
下
家
臣
団
に
編
入
さ
れ
た
上
諸
・
原
・
吉
田
・
永
田
・
辻
・
久
間
・
嬉
野
氏
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
松
浦
衆
は

松
浦
盛
（
有
田
）
・
山
代
虎
王
丸
（
貞
）
・
松
浦
鎮
信
（
平
戸
）
の
各
陣
代
、
彼
杵
衆
は
大
村
純
忠
の
陣
代
お
よ
び
西
郷
氏
と
そ
の
一
族
、

高
来
衆
は
有
馬
晴
信
の
陣
代
お
よ
び
島
原
・
神
代
・
安
富
・
安
徳
氏
な
ど
「
幕
下
着
到
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
対
照
的
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
と
く
に
松
浦
衆
の
諸
氏
お
よ
び
大
村
・
有
馬
両
氏
が
各
陣
代
を
派
遣
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
か
れ
ら
と
竜
造
寺
氏
と
の
関
係
が
示
さ

れ
て
い
る
。

次
に
、
新
た
に
竜
造
寺
氏
の
分
国
と
な
っ
た
筑
後
・
肥
後
の
場
合
を
考
察
し
よ
う
。
筑
後
衆
の
場
合
、
す
で
に
天
正
七
年
段
階
で
蒲
池

－
田
尻
・
安
武
氏
ら
が
参
陣
し
て
い
た
が
、

乙
乙
で
は
新
た
に
草
野
・
黒
木
・
西
牟
田
・
河
（
川
）
崎
・
三
池
氏
お
よ
び
高
良
山
の
座
主

麟
圭
・
良
寛
と
祝
部
（
鋭
山
）
氏
が
着
到
し
、
肥
後
衆
は
二
日
遅
れ
て
小
代
・
隈
部
・
大
津
山
・
辺
春
氏
ら
が
参
陣
し
て
い
る
。
乙
こ
に

筑
後
・
肥
後
の
諸
氏
も
「
幕
下
」
に
帰
属
し
た
国
人
領
主
の
半
数
が
「
着
到
」
し
、
竜
造
寺
氏
の
「
幕
下
着
到
」
を
構
成
し
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
、
筑
前
・
豊
前
を
も
含
め
て
、
そ
の
後
の
竜
造
寺
領
国
の
推
移
・
権
力
の
消
長
と
の
関
連
に
お
い
て
、
竜
造
寺
支
配
体

制
下
に
お
け
る
「
幕
下
着
到
」
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
乙
と
と
し
よ
う
。

天
正
八
年
、
肥
後
よ
り
筑
後
に
帰
陣
し
た
竜
造
寺
勢
は
、
乙
の
年
の
夏
、
筑
前
の
荒
平
城
攻
撃
に
移
る
が
、
こ
の
と
き
は
隆
信
自
ら
出

陣
し
、
先
陣
H
小
川
信
俊
・
納
富
家
理
、
二
陣
H
竜
造
寺
信
周
、
三
陣
U
竜
造
寺
長
信
・
同
康
房
一
、
四
陣
H
江
上
家
種
、
五
陣
H
鍋
島
直

茂
と
い
う
陣
立
構
成
で
あ
っ
問
。
各
陣
の
侍
大
将
が
隆
信
の
直
系
一
門
と
鍋
島
・
小
川
・
納
富
三
氏
と
な
っ
て
い
る
と
乙
ろ
が
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
軍
勢
催
促
に
よ
り
筑
紫
・
秋
月
・
原
田
・
波
多
・
草
野
氏
ら
が
参
陣
し
て
い
る
杭
v

ζ

の
う
ち
秋
月
・
原
田
氏
が
筑
前
の
国
人

領
主
で
あ
る
。
原
田
氏
は
す
で
に
天
正
二
年
に
幕
下
に
属
し
て
い
た
が
、
秋
月
氏
は
「
着
到
」
の
事
実
の
み
し
か
催
認
で
き
な
い
。
こ
の

．
地
造
寺
家
民
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

五



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

」－
;, 

年
隆
信
は
筑
前
九
郡
を
領
有
し
、

つ
づ
く
豊
前
の
平
定
に
よ
っ
て
同
国
一
二
郎
に
支
配
権
在
確
立
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
考
察
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

に
分
国
四
ヵ
国
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
り
、

ま
さ
に
こ
の
瞬
間
に
作
成
さ
れ
た
竜
造
寺
着
到
帳
を
検
討
す
る
と
、
仙
凶
侍
の
場
合
、

「
幕
下
」
な
い
し
「
治
相
到
」
の
一
方
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
「
幕
下
着
到
」
を
記
載
し
た
も

「
落
下
着
到
」
を
俄
認
で
き
る
の
は
凶
同
と
も

の
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
実
態
ぞ
よ
り
正
確
に
記
載
し
て
い
る
凶
に
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
柳
河
城
に
立
龍
っ
た
務
池
鎮
誼
が
一
旦
和
議
を
結
ん
だ
の
ら
、
翌
九
年
、
再
び
離
反
し
て
島
津
氏
に
内
通
し
た
が
、

隆
信
は
鎮
誼
を
佐
賀
に
て
誘
殺
し
、
そ
の
残
党
退
治
を
お
ζ

な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
豊
能
・
蒲
池
（
統
康
）
氏
ら
が
残
党
の
一
味
と
し
て
戦

死
し
て
い
犯
。
翌
十
年
に
な
る
と
、
ま
ず
黒
木
（
狛
一
足
）
氏
が
離
反
し
）
、
つ
づ
い
て
田
尻
・
戸
原
氏
が
離
反
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
白
津
・
大

友
氏
に
内
通
し
臆
尾
城
・
一
戸
原
河
内
城
に
立
鰭
っ
た
。
島
津
・
大
友
氏
の
進
攻
に
伴
な
い
「
幕
下
着
到
」
の
離
反
が
顕
著
と
な
っ
て
き
た

良
山
の
座
主
良
寛
お
よ
び
蒲
池
（
家
判

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
離
反
グ
ル
ー
プ
の
掃
討
に
は
、
主
と
し
て
国
侍
H
直
属
家
臣
団
が
め
た
っ
て
お
り
、
一
戸
原
氏
攻
撃
に
際
し
て
は
、
高

（胞）

鍛
広
の
子
）
・
一
山
牟
川
氏
が
参
附
し
て
い
る
と
は
い
え
、
漸
次
「
落
下
着
到
」
の
参
附
が
減
少
し

て
ゆ
く
。

天
正
十
一
年
、
田
尻
氏
救
援
の
た
め
筑
後
に
進
攻
し
た
島
津
勢
は
、
間
も
な
く
肥
後
に
撤
退
し
、
こ
れ
を
み
て
肥
後
に
討
ち
入
っ
た
政

家
と
の
聞
に
一
旦
和
議
が
成
立
し
た
）
O

孤
立
し
た
間
同
氏
は
、
七
月
屯
造
守
氏
に
和
議
を
申
し
出
た
が
、
十
一
月
に
至
っ
て
再
び
反
旗
を

翻
し
鷹
尾
城
に
立
龍
っ
た
。
政
家
は
こ
れ
ぞ
包
囲
攻
撃
し
て
降
し
、
嫡
子
長
松
丸
に
肥
前
の
う
ち
佐
賀
郡
古
勢
に
て
こ

O
O
町
を
与
一
時
、

翌
十
二
年
二
月
、
田
尻
氏
の
一
門
・
被
官
を
こ
と
ご
と
く
白
勢
に
所
伴
え
し
た
。
こ
こ
で
、
田
尻
氏
は
他
同
時
か
ら
国
侍
に
を
っ
た
の
で

あ
る
。

（
深
江
）
に
攻
撃
を
加
え
、

以
上
、
竜
造
寺
氏
が
筑
後
経
略
に
主
力
を
注
い
で
い
る
聞
に
、
肥
川
川
口
い
同
米
加
の
有
馬
晴
信
が
反
旗
を
制
し
て
治
造
寺
万
の
山
火
山
川
川
純
恭

つ
づ
い
て
安
徳
純
俊
も
有
馬
万
に
寝
返
っ
た
。
天
正
十
一
年
五
月
、
島
津
義
久
は
有
馬
氏
救
援
の
た
め
島
津



軍
を
高
来
に
派
遣
、
翌
十
二
年
二
月
、
隆
信
は
肥
後
に
討
ち
入
っ
て
、
島
津
万
に
通
じ
た
合
志
親
為
を
討
っ
た
が
、
義
久
は
家
久
以
下
の

島
津
軍
の
主
力
を
高
来
に
派
遣
し
た
た
崎
、
こ
こ
に
肥
前
島
原
に
お
い
て
、
竜
造
寺
・
島
津
両
氏
の
全
面
対
立
と
な
っ
た
。

三
月
下
旬
、
隆
信
は
大
軍
を
率
い
て
高
来
に
南
下
し
た
。
そ
の
陣
立
は
着
到
数
に
お
い
て
か
つ
て
の
肥
後
陣
立
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ

っ
た
が
、
幕
下
構
成
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
。
三
手
（
山
手
・
中
央
・
浜
手
）
に
分
か
れ
た
戦
闘
隊
形
と
出
陣
メ
ン
バ
ー
を
み
る
と
、
山

手
は
政
家
が
率
い
る
鍋
島
・
神
代
隊
、
浜
手
は
江
上
・
後
藤
を
中
心
と
す
る
城
原
・
塚
崎
隊
（
江
上
衆
・
後
藤
衆
）
、
そ
し
て
巾
央
の
本
隊

し
ん
が
り

は
、
一
陣
H
小
川
・
納
富
、
二
陣
H
竜
造
寺
（
康
房
）
・
倉
町
以
下
の
佐
賀
・
小
城
・
神
崎
隊
、
殿
H
藤
津
隊
と
い
う
よ
う
に
一
門
・
家
臣

団
を
中
心
と
す
る
陣
立
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
に
松
浦
・
彼
杵
・
筑
後
衆
の
一
部
が
参
加
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
円
。
か
つ
て
の
動
員
体
制
と

陣
立
構
成
に
比
べ
る
と
大
き
い
相
違
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
肥
後
衆
が
す
で
に
島
津
万
に
つ
き
、
筑
前
・
豊
前

衆
は
竜
造
寺
信
周
の
下
知
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
国
を
防
備
す
る
と
い
う
客
観
状
勢
の
変
化
と
隆
信
の
戦
略
が
あ
っ
た
。

と
も
あ

れ
、
隆
信
自
ら
中
央
突
破
を
詰
み
て
戦
死
し
、
竜
造
寺
側
の
全
面
敗
北
に
終
っ
た
。

隆
信
の
戦
死
は
、
竜
造
寺
領
国
体
制
に
大
き
な
変
佑
を
与
え
た
。
直
茂
は
隆
信
の
死
後
活
発
と
な
っ
た
大
友
万
の
動
き
に
対
抗
し
て
、

《お
V

田
尻
鑑
種
に
筑
後
の
旧
領
の
地
を
与
え
て
海
津
に
在
番
せ
し
め
、
さ
ら
に
高
群
加
番
を
命
じ
た
が
、
大
友
方
の
戸
次
道
雪
（
筑
前
立
花
）
・

高
橋
紹
運
（
同
宝
満
・
岩
屋
）
の
攻
撃
に
あ
っ
て
、
高
群
城
（
黒
木
氏
）
は
間
も
な
く
陥
落
、
筑
後
の
「
幕
下
着
到
」
は
多
く
大
友
方
に
帰

参
し
た
。
当
時
八
代
に
あ
っ
た
島
津
義
弘
は
大
軍
を
卒
い
て
北
上
、
肥
後
の
竜
造
寺
勢
を
討
っ
て
筑
後
へ
進
攻
し
て
き
た
。
九
州
戦
国
三

大
名
の
最
後
の
攻
防
戦
は
筑
後
が
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

竜
造
寺
方
で
は
、
肥
後
南
間
に
あ
っ
た
竜
造
寺
家
晴
を
柳
河
に
移
す
一
方
、
田
尻
鑑
種
に
か
れ
の
旧
城
騰
尾
城
を
与
え
て
筑
後
の
防
衛

を
固
め
さ
札
問
。
翌
十
三
年
、
草
野
氏
が
寵
れ
る
発
心
岳
城
の
攻
防
を
め
ぐ
っ
て
竜
造
寺
・
大
友
両
軍
が
対
戦
し
た
が
、
乙
の
と
き
は
佐

賀
勢
に
加
え
て
波
多
・
草
野
（
上
松
浦
）
・
原
田
・
筑
紫
氏
ら
が
参
陣
し
て
い
問
。
一
方
、
筑
後
に
進
攻
し
た
島
津
勢
は
、
三
池
氏
を
味
方

と
し
筑
後
の
平
定
に
乗
り
出
し
た
。
大
友
勢
は
両
軍
の
挟
み
撃
ち
に
合
っ
て
守
勢
に
立
ち
、
か
つ
道
雪
の
死
亡
に
よ
っ
て
著
し
く
不
利
と

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

ーじ



竜
造
血
寸
家
臣
団
の
繕
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

な
り
、
紹
運
は
筑
前
に
引
揚
げ
日
明
政
家
・
直
茂
は
草
野
・
四
牟
出
・
問
注
所
・
安
武
氏
お
よ
び
高
良
山
の
座
主
麟
圭
に
そ
れ
ぞ
れ
旧
領

（

却

）

一
門
の
家
信
を
高
良
山
に
、
家
晴
を
柳
河
に
留
め
て
大
友
・
島
津
氏
の
備
え
と
し
た
一
。

/¥ 

を
安
堵
す
る
一
方
、

し
か
し
、
天
正
十
四
年
ま
で
に
竜
造
寺
氏
の
「
幕
下
着
到
」
に
属
し
た
も
の
は
、
筑
後
衆
の
う
ち
僅
か
草
野
・
西
牟
田
・
田
尻
氏
お
よ

び
麟
圭
に
過
ぎ
ず
、
蒲
池
・
一
ニ
池
・
間
注
所
・
星
野
氏
ら
は
島
津
氏
の
落
下
と
な
っ
た
。
肥
後
衆
は
す
で
に
島
津
氏
の
支
配
下
に
あ
り
、

（

羽

）

筑
前
の
秋
月
、
肥
前
の
筑
紫
、
豊
前
の
高
橋
・
城
井
・
長
野
氏
ら
も
、
す
べ
て
島
津
氏
に
従
っ
た
。
と
乙
ろ
が
、
筑
紫
氏
が
大
友
万
に
寝

返
っ
た
た
め
、
島
津
勢
は
筑
前
・
肥
前
（
養
父
郡
勝
尾
城
1
広
門
本
城
）
に
討
ち
入
っ
て
広
門
を
降
し
、
つ
い
で
高
橋
（
紹
運
）
氏
が
繕
れ
る

岩
屋
城
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
両
度
の
戦
い
に
お
い
て
、
竜
造
寺
氏
は
逆
に
島
津
氏
の
幕
下
と
し
て
参
陣
し
て
い
鵠
岩
屋
城
を
攻
略
し
た

島
湾
勢
は
、
さ
ら
に
北
上
し
て
立
花
（
宗
茂
）
氏
が
龍
れ
る
立
花
城
を
攻
撃
し
た
が
、
乙
の
と
き
常
造
寺
万
は
、
家
種
・
家
信
お
よ
び
筑

（お｝

後
衆
の
西
牟
田
・
田
尻
氏
お
よ
び
麟
圭
を
大
宰
府
ま
で
出
陣
さ
せ
て
い
る
。

乙
乙
で
島
津
氏
は
筑
前
平
定
と
豊
後
討
伐
を
評
議
し
た
結
果
、
後
者
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
と
崎
、
大
友
氏
の
本
拠
豊
後
に
攻
め
入
つ

た
。
乙
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
政
家
・
直
茂
は
筑
後
に
討
ち
入
り
肥
後
に
進
攻
し
た
が
、
新
た
な
「
幕
下
着
到
」
を
獲
得
す
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
乙
乙
で
政
家
・
直
茂
は
、
秀
吉
か
ら
島
津
征
伐
の
書
状
を
う
け
佐
賀
に
帰
陣
し
た
。

（
世
相
）

翌
天
正
十
五
年
、
島
津
征
伐
後
の
知
行
割
に
お
い
て
、
竜
造
寺
政
家
は
肥
前
の
う
ち
七
郡
（
佐
賀
・
神
埼
・
三
根
・
小
城
・
杵
島
・
藤
津
・

松
浦
の
う
ち
）
を
安
堵
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
養
父
半
郡
と
高
来
郡
神
代
領
は
鍋
島
直
茂
に
与
え
ら
（
旬
、
基
曲
解
・
養
父
半
郡
は
筑
前
名
島
に

（お〉

入
封
し
た
小
早
川
隆
景
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
松
浦
郡
（
北
松
浦
郡
）
は
松
浦
鎮
信
、
東
西
彼
杵
郡
は
大
村
喜
前
、
南
高
来
郡
は
有
馬
情

｛鈎｝

信
に
そ
れ
ぞ
れ
安
堵
さ
れ
た
。
さ
ら
に
波
多
鎮
（
親
・
信
時
）
・
傑
堀
純
賢
も
、
そ
れ
ぞ
れ
上
松
浦
（
東
松
浦
郡
）
・
西
彼
杵
郡
の
う
ち
に
て

旧
領
を
安
堵
さ
州
、
後
藤
家
信
・
山
代
貞
は
旧
領
安
端
と
同
時
に
竜
造
寺
氏
の
与
力
に
編
成
さ
札
問
。
諌
早
の
西
郷
信
尚
は
向
津
征
伐
不

参
候
に
よ
っ
て
所
領
没
収
と
な
り
、
そ
の
あ
と
は
柳
河
の
竜
造
寺
家
暗
に
与
え
ら
れ
問
。
こ
の
こ
と
は
竜
造
寺
氏
の
所
領
が
前
記
肥
前
七

郡
の
ほ
か
高
来
郡
（
北
高
来
）
に
拡
大
し
た
乙
と
を
意
味
す
る
。



竜
造
寺
氏
の
分
国
の
う
ち
、
筑
後
は
新
し
く
毛
利
秀
包
（
久
留
米
）
・
立
花
宗
茂
（
柳
河
）
・
筑
紫
広
門
（
山
下
）
・
高
橋
直
次
（
江
滞
）
に

（判）

与
え
ら
問
、
蒲
池
鎮
連
（
山
下
）
・
三
池
鎮
実
（
三
池
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
花
氏
の
与
力
に
編
成
さ
れ
て
所
領
を
移
さ
れ
た
。
田
尻
鑑
種

（
鷹
尾
）
は
佐
賀
に
移
っ
て
竜
造
寺
氏
に
臣
従
し
、
の
ち
天
正
十
七
年
西
松
浦
郡
山
代
に
お
い
て
知
行
地
を
与
え
ら
れ
た
。
乙
の
種
の
系
統
（柑｝

に
属
す
る
も
の
に
、
竜
造
寺
氏
の
「
幕
下
着
到
」
と
し
て
最
後
ま
で
活
躍
し
た
草
野
家
清
（
発
心
岳
）
・
西
牟
田
鎮
永
（
西
牟
田
）
が
あ
り
、

島
津
氏
の
幕
下
と
な
っ
た
星
野
（
生
業
）
氏
の
嫡
子
長
虎
丸
（
親
之
）
も
竜
造
寺
氏
の
家
臣
と
な
っ

M
r
な
お
、
乙
れ
よ
り
早
く
、
肥
前
高

来
郡
の
安
富
純
泰
（
深
江
）
は
、
隆
信
の
死
後
藤
津
に
渡
っ
て
竜
造
寺
氏
の
家
臣
（
深
江
氏
に
改
姓
）
と
な
れ
｝
、
向
上
松
浦
の
草
野
鎮
永
（
鏡
）

も
、
西
牟
田
氏
ら
と
時
を
同
じ
く
し
て
竜
造
寺
氏
の
家
臣
と
な
っ
（
問
。

肥
後
の
「
幕
下
着
到
」
で
、
の
ち
烏
津
氏
の
幕
下
と
な
っ
た
隈
部
氏
以
下
の
他
国
侍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
領
を
安
堵
さ
れ
て
、
新
入
封
大

Amv 

名
佐
々
成
政
の
与
力
に
編
成
さ
れ
、
筑
前
の
秋
月
種
実
の
嫡
子
種
長
は
、
大
名
に
取
立
て
ら
れ
て
日
向
高
鍋
に
移
さ
れ
、
原
田
信
種
・
麻

生
鎮
貞
・
宗
像
氏
貞
は
、
豊
前
の
長
野
鎮
展
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
上
筑
後
に
移
さ
れ
て
小
早
川
隆
景
の
与
力
に
編
成
さ
れ
た
。
ち
な
み

に
上
筑
後
二
郡
（
御
原
・
御
井
）
は
隆
景
の
所
領
で
あ
る
。
豊
前
の
高
橋
元
種
も
大
名
に
取
立
て
ら
れ
て
日
向
延
聞
に
移
さ
れ
、
そ
の
あ
と

上
二
郡
は
毛
利
勝
信
（
小
倉
）
・
下
六
郡
は
黒
田
孝
高
（
中
津
）
に
与
え
ら
れ

U
V

以
上
の
史
料
批
判
・
検
討
に
よ
っ
て
、
竜
造
寺
着
到
帳
に
記
載
さ
れ
た
「
国
侍
」
の
う
ち
（
第
二
｜
一
・
ニ
・
ゴ
一
表
⑩
）
、
波
多
・
松
浦
・

大
村
・
西
郷
・
深
堀
、
お
よ
び
「
第
二

l
四
表

ω」
の
う
ち
、
筑
紫
・
波
多
（
前
出
）
・
八
並
・
福
井
・
有
馬
（
天
正
十
年
ま
で
）
・
安
徳

（
同
十
二
ヰ
ま
で
）
・
神
代
（
同
十
二
年
ま
で
）
・
島
原
（
悶
）
氏
ら
を
い
わ
ゆ
る
「
幕
下
着
到
」
と
し
、
他
を
す
べ
て
竜
造
寺
家
臣
悶
と
把
握

す
る
。
た
だ
し
宗
（
対
馬
）
氏
は
何
れ
と
も
関
係
を
有
し
な
い
。
次
に
「
他
国
侍
」
は
（
第
三
表
）
、
筑
後
衆
の
う
ち
田
尻
・
西
牟
田
・
草

野
氏
お
よ
び
高
良
山
の
座
主
麟
圭
、
筑
前
衆
の
う
ち
重
松
・
曲
淵
氏
ら
を
竜
造
寺
家
臣
団
と
し
、
他
を
「
幕
下
着
到
」
な
い
し
「
幕
下
」

あ
る
い
は
「
着
到
」
と
把
握
す
認
。
た
だ
し
、
竜
造
寺
氏
の
分
国
支
配
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
限
を
有
す
る
こ
と
は
、
す
で

に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
凶
に
記
載
の
ゐ
る
筑
後
衆
の
上
野
・
津
山
、
肥
後
衆
の
阿
蘇
・
相
良
・
有
動
、
筑
前
衆
の
麻
生
・
宗
像

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

f L 



竜
造
寺
家
包
囲
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

。

（関
v

－
杉
・
千
手
・
黒
川
氏
（
倒
に
も
記
載
）
ら
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
筑
後
衆
の
う
ち
大
木
・
星
野
・
城
島
・
鐘
江
・
堤
氏
の
よ
う

に
、
そ
の
後
個
別
に
竜
造
寺
氏
な
い
し
鍋
島
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
も
の
も
あ
硲
v

そ
こ
で
次
に
、
以
上
の
検
討
に
も
と
づ
き
竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
的
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
乙
と
と
し
よ
う
。

(2) 

家
臣
団
編
成
の
特
質
と
衆
構
成

第
七
・
八
表
は
、
前
述
し
た
史
料
批
判
・
検
討
に
も
と
づ
き
竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
第
七
表
は
、

知
行
面
積
の
記
載
の
あ
る
全
家
臣
固
に
つ
い
て
、
乙
れ
を
所
領
規
模
別
に
考
察
し
、
第
八
表
は
、
そ
の
う
ち
三

O
O
町
以
上
の
上
層
家
臣

乙
れ
を
氏
姓
別
の
所
領
規
模
を
通
じ
て
み
た
も
の
で
あ
曾

団
に
つ
い
て
、

名

一、
0
0
0町
以
上
は
二
名
を
数
え
、

合
わ
せ
て
六
名
（
二
・
七
%
）
と
な
る
。

ま
ず
第
七
表
よ
り
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
、

0
0
0
町
以
上
は
僅
か
一
名
に
過
ぎ
な
い
が
、

次
に
五

O
O
町
以
上
は
一
五
名
（
六
・
七
%
）
、

一、五

O
O
町
以
上
は

三
O
O町
以
上
は
ニ

O
名
（
九
・
五
%
）
を
数
え
、
以
上
合
わ
せ
て
上
層
家
臣
団
は
四
一
名
（
一
八
・
九
%
）
と
な
る
。
以
上
に
対
し
て
、

一
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第7表

所領規模

二
O
O町
以
上
は
二
四
名
（
一
一
・
五
%
）
、

。

O
町
以
上
は
六
二
名
（
二
九
・
九
%
）
で
、
合
わ
せ

て
八
六
名
（
四
一
・
四
%
）
と
な
り
、

ζ

れ
ら
の

中
層
家
臣
団
が
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
構
成
し

て
い
た
こ
と
が
解
る
。
乙
れ
に
つ
い
で
多
数
を
占

め
る
の
が
五

O
町
以
上
の
階
層
一
で
六
二
名
（
二
九

－
九
%
）
を
占
め
、
以
下
三

O
町
以
上
九
名
（
四
・

三
%
）
、
ニ

O
町
以
上
一
名
（
0
・
四
%
）
と
な
る
。



つ
ま
り
、
着
到
帳
に
記
載
さ
れ
た
竜
造
寺
家
臣
団
の
所
領
規
模
別
構
成
は
、

こ
れ
を
要
約
す
る
と
、

一、

0
0
0
町
以
上
の
大
規
模
所

領
を
有
す
る
一
部
の
階
層
を
含
め
て
、
三

O
O
町
以
上
の
所
領
規
模
を
有
す
る
階
層
が
一
八
・
九
%
を
占
め
て
上
層
家
臣
団
を
占
め
、
三

O
O
町
以
下
一

O
O
町
以
上
の
所
領
規
模
を
有
す
る
中
層
家
臣
団
が
四
一
・
四
%
を
占
め
て
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
構
成
し
、

。。

町
以
下
の
所
領
規
模
を
有
す
る
残
り
の
三
四
・
六
%
の
階
層
が
下
層
家
臣
団
、
不
明
三
・
八
%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
基
準
は
、

も
と
よ
り
着
到
帳
記
載
の
家
臣
固
に
つ
い
て
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
着
到
帳
未
記
載
の
は
る
か
に
膨
大
な
二

O
町
以
下
の
階
層
を
考
慮
に

入
れ
る
と
、
階
層
構
成
の
概
念
が
異
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

在
地
領
主
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

以
上
の
家
臣
団
の
構
成
は
、
戦
国
大
名
竜
造
寺
氏
の
拾
頭
と
一
門
の
形
成
過
程
、
お
よ
び
家
臣
団
に
編
成
さ
れ
た
肥
前
八
郡
に
お
け
る

か
つ
竜
造
寺
氏
の
家
臣
聞
編
成
方
式
と
そ
の
結
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に

こ
の
点
を
明
ら
に
す
る
た
め
第
八
表
を
検
討
し
よ
う
。

そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は
、
前
述
し
た
三

O
O
町
以
上
の
所
領
規
模
を
有
す
る
上
層
家
臣
団
で
あ
る
。
ま
ず
、
竜
造
寺
家
親
会
古
都
老
）

の
五
、

0
0
0
町
を
最
上
位
に
、
一
門
二
七
名
の
知
行
面
積
一
万
O
、
四
六
一
町
は
、
他
の
家
臣
団
に
対
し
て
圧
倒
的
優
位
を
占
め
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
三

O
O町
以
上
の
泡
造
寺
一
門
は
、
友
情
の

一
、
五
七
O
町
（
四
位
）
・
長
信
の
八
七
O
町
（
八
位
）
・
信
周
（
山
本
老
）
の

五
O
O
町
（
一
五
位
）
・
家
就
（
家
老
）
の
三
八
五
町
会
一
五
似
）
・
康
一
一
の
つ
一

O
O
町
（
二
七
位
）
で
、
合
わ
せ
て
六
名
と
な
る
。

さ
ら
に
陸

信
直
系
の
江
上
家
種
（
二
男
）
が
一
、
七
O
O
町
を
有
し
て
第
二
位
を
占
め
、
同
じ
く
後
藤
家
信
（
三
男
）
が
一
、
三

O
O
町
を
有
し
て
第
五

〔偲〕

位
に
位
置
し
て
い
る
。
他
の
家
臣
団
に
対
す
る
竜
造
守
一
門
の
優
位
は
争
う
べ
く
も
な
い
。

一
円
以
外
の
家
臣
団
で
は
、
田
尻
（
一
、
六
O
O町

を
占
め
る
が
、
こ
れ
は
筑
後
衆
の
一
部
を
家
臣
固
に
加
え
た
乙
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

位
）
・
西
牟
田
（
一
、
0
0
0町

六
位
）
・
草
野
（
九
O
O町

七
位
）
氏
が
最
上
位

い
わ
ゆ
る
「
国
侍
」
で
最
高
を
占
め
る
の

は
馬
場
氏
の
七
O
O
町
（
九
位
）
で
、
以
下
犬
塚
（
家
広
）
氏
の
六
二

O
町
（
一

O
位
）
、
空
閑
氏
の
六
O
O
町
（
一
一
位
）
、
犬
塚
（
盛
家
）

氏
の
五
七
O
町
（
一
二
位
）
、
神
代
氏
の
五
四
O
町
こ
三
村
）
と
い
う
よ
う
に
、
空
閑
氏
を
除
い
て
、
今
山
合
戦
以
降
、
ハ
地
造
寺
氏
の
東

泡
造
守
家
臣
図
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）



第8表氏姓別所領規模商積を通じてみた竜造寺家臣団の構成 （300町以上）

審号 1氏姓｜議｜員組訳語｜議時謹｜その所領面積｜議題審
町反 町反 竜

1 竜造寺氏 27名 10,461.0 電造寺家親 5,000.0 1 造
2 江上氏 2 1,798.0 江上家種 1,700.0 2 寺弘
3 田尻氏 1 1,600.0 田尻鑑種 1,600.0 3 

団庖4 後藤氏 2 1,430.0 後藤家信 1,300.0 5 
5 馬場氏 5 1,400.0 馬場鑑周 700.0 9 の

6 犬塚氏 4 1,390.0 犬塚家広 620.0 10 構成
7 鍋島氏 7 1. 330. 0 釘：ij詰直茂 530.0 14 と
8 納富氏 8 1,189.0 納富 '.t:t 景 500.0 18 そ

9 石井氏 8 1,180.0 
。〉

特質10 西牟田氏 1 1,000.0 西牟田鎖豊 1,000.0 6 
11 草野氏 1 900目。 草野鍛員 900.0 7 同
12 高木氏 6 865.0 高木盛房 410.0 22 藤
13 馬渡氏 5 679.5 馬渡栄信 300.0 28 野
14 小川民 4 637.0 小 J11 ｛首俊 500.0 17 

） 

15 横岳氏 2 600.0 横岳頼次 300.0 40 
16 民閑氏 1 600.0 ！必閑三河入道 600.0 11 
17 綾部氏 2 590.0 絞部鋲幸 390.0 24 
18 倉 l町氏 4 555.0 食 mr{;1 俊 300.0 29 
19 や11 代氏 1 540.0 相，，代長良 l 540.0 13 
20 副島氏 3 530.0 刷局長門守（ 380.0 2焔
21 土肥氏 1 500.0 土 JJ巴家失 500.0 19 
22 嬉野氏 1 500.0 熔 !Jlf 家成 500.0 20 
23 三浦氏 2 500.0 三浦左衛門免 300.0 21 
24 西村氏 3 422.0 

西幽 村n家兼 秀明 ！ ｜ 200.0 30 25 鹿江氏 1 400.0 400.0 23 
26 安住民 3 360.0 安住石見守 200.0 53 
27 水町民 2 350.0 水田J 平左衛門 300.0 32 
28 成松氏 2 350.0 成松信勝 300.0 33 
29 徳島氏 2 330.0 徳島胤時 250.0 44 
30 秀島氏 2 307.0 秀島孫五郎 190.0 68 
31 岩松氏 1 300.0 岩松｛ti" 繁 300.0 31 
32 勝屋氏 1 300.0 ）路屋勝一軒 300.0 34 

一33 吉田氏 1 300.0 吉田宗家 300.0 35 
34 鴨打氏 1 300.0 ~.tJ 打胤 J志 300.0 36 
35 姉川氏 1 300.0 姉川信；安 300.0 37 
36 本告氏 1 300.0 本告頼景 300.0 38 
37 山 ；兵氏 1 300.0 :Hι三l文. ｛τ，－.－”1じcl>J、 300.0 39 
一一 一一一一一一一

〔；H〕 「丘ヶ国御領地之節配分帳一隆信公募下着fU 」によって作成。 41¥'Lは屯造寺家
晴， 8位は｜司長信， 12｛立は犬塚盛家， 15位は竜造ミij,信周， 16位は鍋島信房， 25位
は竜造二子家i説；， 27位は｜司康房。



部
肥
前
の
平
定
過
程
で
帰
属
し
た
外
様
系
の
家
臣
団
が
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

譜
代
最
古
参
の
鍋
島
一
族
の
知
行
面
積
は
一
、
三
三

O
町
（
七
名
）
で
、
氏
姓
別
所
領
面
積
で
は
七
位
を
占
め
る
が
、
直
茂
個
人
の
知

行
面
積
は
五
三

O
町
で
一
四
位
に
位
置
し
、
そ
の
地
位
は
決
し
て
高
く
な
い
。
以
下
鍋
島
（
信
房
）
・
小
川
（
家
老
）
・
納
富
（
家
老
家
）
氏

と
最
古
参
の
譜
代
家
臣
が
つ
づ
く
が
、
と
も
に
五
O
O
町
で
あ
る
。
外
に
五
O
O
町
を
有
す
る
馬
場
・
土
肥
・
嬉
野
氏
も
外
様
家
臣
で
あ

り
、
竜
造
寺
一
円
以
外
の
上
位
の
家
臣
団
は
、
今
山
合
戦
以
降
新
し
く
帰
属
し
た
外
様
系
の
家
臣
団
が
優
位
を
占
め
て
い
た
と
い
う
乙
と

が
で
き
る
。

こ
れ
が
五
O
O
町
以
下
三
O
O
町
以
上
の
階
層
に
な
る
と
、
譜
代
家
臣
の
数
が
多
く
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
外
様
家
臣
の
数
と
相

伴
ば
し
て
い
る
。
第
八
表
の
う
ち
高
木
（
四
一

O
町
）
・
綾
部
（
三
九
O
町
）
・
吉
田
（
三
O
O
町

以
下
同
じ
）
・
姉
川
・
本
告
・
出
雲
・
横
岳

氏
ら
が
外
様
家
臣
で
、
東
部
肥
前
の
「
国
侍
」
が
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
譜
代
家
臣
に
は
鹿
江
（
四
O
O
町
）
・
副
島
（
三
八
O

町
）
・
馬
渡
（
三
O
O
町

以
下
同
じ
）
・
倉
町
・
三
浦
・
水
町
・
成
松
・
勝
屋
・
鴨
打
氏
ら
が
該
当
し
、
佐
賀
郡
中
・
南
部
の
「
国
侍
」
が

多
い
。
譜
代
石
井
一
族
の
知
行
面
積
は
一
、
一
八
O
町
（
八
名
）
で
、
氏
姓
別
所
領
面
積
で
は
九
位
を
占
め
る
が
、
う
ち
六
名
の
知
行
面

積
（
一
、
0
0
0
町
）
が
一
括
記
載
方
式
（
石
井
党
）
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
知
行
面
積
に
つ
い
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
乙
で
次
に
、
三

O
O町
以
下
の
階
層
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
す
る
と
（
第
一
表
・
第
二
ー
ー
一
・
二
・
三
表
参
照
）
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を

指
摘
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

ま
ず
一

O
O
町
以
上
の
階
層
は
、
譜
代
家
臣
と
上
層
譜
代
の
一
族
が
も
っ
と
も
多
く
、
外
様
の
被
官
衆
（
H
陪
臣
団
）
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。

こ
の
こ
と
は
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
占
め
る
中
層
家
臣
団
（
三
O
O
町
以
下
一

O
O町
以
上
）
が
、
譜
代
と
そ
の
一
族
お
よ
び
外
様
被

官
衆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
竜
造
寺
一
門
を
除
く
上
層
家
臣
団
の
構
成
に
お
い
て
、
外
様
家
臣
が
優
位

を
占
め
て
い
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

つ
古
品

h
ノ、
竜
造
寺
氏
は
肥
前
平
定
の
前
段
階
（
肥
前
七
郡
、
と
く
に
東
部
肥
前
の
平
定
）
に
お
い

て
、
有
力
な
在
地
領
主
（
国
人
領
主
）
を
上
層
家
臣
固
に
編
入
す
る
と
同
時
に
、

か
れ
ら
の
被
官
衆
を
大
量
に
中
層
家
臣
固
に
組
み
入
れ

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

四

る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
数
を
飛
躍
的
に
増
大
し
つ
つ
戦
国
大
名
権
力
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
ζ

に
竜
造
寺
氏
の
家
臣
団
編

成
の
特
質
と
短
時
日
に
肥
前
征
覇
を
完
了
し
た
理
由
が
あ
る
。

次
に
一

O
O
町
以
下
の
階
層
は
、
中
層
家
臣
固
に
つ
い
で
多
数
を
占
め
た
が
、
乙
ζ

で
は
竜
造
寺
一
門
と
上
・
中
層
譜
代
の
一
族
が
中

核
を
占
め
、
外
様
と
そ
の
被
官
衆
は
比
較
的
少
な
い
。
竜
造
寺
一
門
の
場
合
は
、
二
七
名
中
一
二
名
（
四
四
%
）
が
こ
の
階
層
に
属
し
、

譜
代
の
場
合
は
、
乙
の
階
層
の
存
在
に
よ
っ
て
、
全
家
臣
団
の
な
か
に
占
め
る
譜
代
の
比
重
を
強
化
す
る
。
な
お
、
着
到
帳

ωの
う
ち
知

行
面
積
の
記
載
の
な
い
「
国
侍
」
（
第
二
l
l
四
表
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
幕
下
着
到
」
を
除
い
て
、
こ
こ
で
も
外
様
家
臣
が
多
数
を
占
め
て
い

る
乙
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

乙
う
し
て
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
が
構
成
さ
れ
て
い
く
が
、
さ
ら
に
肥
前
征
覇
か
ら
。
五
州
の
大
守
4

に
上
昇
し
て
い
く
過
程
に
お

い
て
、
松
浦
・
大
村
・
有
馬
氏
ら
の
肥
前
の
戦
国
大
名
や
筑
後
・
肥
後
・
筑
前
・
豊
前
の
有
力
な
国
人
鍛
主
を
「
幕
下
着
到
」
に
組
み
入

れ
、
そ
の
一
部
を
家
臣
固
に
編
成
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
強
力
な
戦
国
大
名
権
力
を
創
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竜
造

寺
権
力
の
消
長
は
、

「
幕
下
着
到
」
の
戦
国
大
名
や
国
人
領
主
の
動
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
竜
造
寺
氏
は
家
臣
団
の
編
成
に
際
し
、
外
様
被
宮
衆
の
直
臣
化
を
強
力
に
推
進
し
つ
つ
も
、
な
お
全
面
的
に
陪
臣
団
再
編

成
の
方
向
を
打
ち
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
「
江
上
衆
」
（
城
原
衆
）
・

「
神
代
衆
」
（
山
内
衆
）
等
の
存
在
が
、

「
江
上
衆
」
と
は
、
神
埼
郡
城
原
を
本
領
と
す
る
江
上
氏
の
被
官
衆
を
意
味
し
、

一寸

神
代
衆
Lー

と
は
、乙

山iれ
内去を
｜｜雄
神弁
埼 lと
物

語
っ
て
い
る
。

佐
賀
・
小
城
郡
北
部
を
本
領
と
す
る
神
代
氏
の
被
官
衆
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
塚
崎
衆
」
と
い
う
の
は
、
杵
島
郡
武
雄
を
本
領
と
す

る
後
藤
氏
の
被
官
衆
の
こ
と
ぞ
い
う
。
外
に
「
多
久
衆
」

・
「
須
古
衆
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
の
う
ち
も
っ
と
も
強
力
な
の
が
「
江

上
衆
」

・
「
神
代
衆
」
で
あ
る
。

「
江
上
衆
」
の
場
合
、
江
上
氏
の
宿
老
執
行
氏
を
中
心
に
枝
吉
・
直
塚
・
服
部
・
島
・
光
安
・
青
柳
・
小
柳
・
諮
問
・
西
久
良
木
・
江

藤
氏
ら
の
被
官
衆
に
よ
っ
て
構
成
さ
何
w

東
部
肥
前
に
お
け
る
竜
造
寺
氏
の
最
大
の
強
敵
で
あ
っ
た
。
隆
信
は
元
亀
二
年
、
こ
れ
を
攻
撃



し
て
和
議
を
結
び
、
二
男
家
種
を
江
上
氏
の
養
子
と
し
て
題
下
に
従
え
た
。
江
上
家
種
が
乙
れ
で
あ
り
、
着
到
帳
で
は
第
二
位
を
占
め
て

い
る
。
ち
な
み
に
執
行
氏
は
ニ

O
五
町
、
枝
吉
氏
は
一

O
O
町
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
（
第
二
－
｜
二
表
参
照
）
。
こ
う
し
て
「
江
上
衆
」
は
、
（
随
）

そ
の
ま
ま
の
衆
構
成
を
保
ち
な
が
ら
、
天
正
二
年
の
松
浦
陣
立
（
第
四
表
参
照
）
に
お
い
て
は
、
「
神
代
衆
」
と
と
も
に
三
陣
を
構
成
レ
、

竜
造
寺
軍
役
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て
出
陣
し
た
。
天
正
五
年
の
彼
杵
陣
立
で
は
執
行
氏
が
「
江
上
衆
」
（
三
陣
）
の
侍
大
将
を
っ
と
り
）
翌

六
年
、
筑
前
に
対
す
る
「
江
上
衆
」
の
単
独
出
兵
の
際
は
、
侍
大
将
U
江
上
家
積
・
軍
奉
行
H
執
行
理
兼
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
衆
構
成
に
対
し
て
「
藤
津
衆
」

・
「
松
浦
衆
」

「
彼
杵
衆
」

・
「
高
来
衆
」
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
前
述
し
た
天
正
八
年
の

肥
後
陣
立
が
示
す
よ
う
に
、

乙
の
場
合
は
地
域
別
編
成
の
方
式
を
示
し
て
お
り
、
外
様
被
官
衆
の
衆
構
成
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

「
藤
津
衆
」
が
登
場
す
る
の
は
天
正
四
年
藤
津
郡
が
竜
造
寺
氏
の
支
配
下
に
帰
属
し
て
か
ら
で

「
藤
津
衆
」
の
場
合
を
考
察
し
よ
う
。

あ
る
。
肥
前
に
お
け
る
竜
造
寺
氏
の
領
国
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
遅
く
帰
属
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
隆
信
は
鍋
島
信
房
を
鹿

〈

ω）

島
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
犬
塚
鎮
家
・
徳
島
信
盛
を
森
岳
・
松
丘
に
配
置
し
、
藤
津
郡
の
支
配
体
制
を
強
化
し
た
。
そ
の
際
、
竜
造
寺

氏
の
曙
下
に
属
し
た
嬉
野
氏
以
下
の
藤
津
郡
の
在
地
領
主
が
「
藤
津
衆
」
を
構
成
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
藤
津
衆
」
と
は
鍋
島
信
房
を

侍
大
将
と
す
る
藤
津
郡
の
外
様
家
臣
の
集
団
を
い
う
。
翌
天
正
五
年
の
彼
杵
陣
立
で
は
「
多
久
衆
」
・
「
千
葉
衆
」
と
と
も
に
四
陣
を
構

成
し
て
出
陣
M
V
同
八
年
の
肥
後
陣
立
で
は
、
信
一
居
を
先
陣
と
し
、
犬
塚
・
徳
島
氏
以
下
上
滝
・
原
・
吉
田
・
永
田
・
辻
・
久
間
・
嬉
野

氏
ら
に
よ
っ
て
「
藤
津
衆
」
を
構
成
し
参
陣
し
た
乙
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
松
浦
衆
」
以
下
の
衆
構
成
は
「
藤
津
衆
」
と
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
幕
下
着
到
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
衆
構
成
の
メ
ン
バ
ー
・
在
り
方
が
「
藤
津
衆
」
と
異
る
こ
と
は
、
第
六
表
が
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
竜
造
寺
氏
は
、
・
「
肥

後
衆
」
も
こ
れ
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
闘
集
団
と
し
て
は
直
属
家
臣
固
に
比
べ
て
劣
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
陣
立
に
よ
っ
て
参
陣

「
藤
津
衆
」
に
な
ら
っ
て
「
松
浦
衆
」
以
下
の
「
幕
下
着
到
」
を
地
域
別
に
編
成
し
軍
役
ぞ
賦
課
し
た
の
で
あ
り
、

「
筑
後
衆
」

に
有
無
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
衆
は
ま
さ
に
「
着
到
」
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
竜
造
寺
権
力
の
特
質
・
脆
弱

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

一五



竜
造
中
守
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ζ

の
ζ

と
を
顕
著
に
示
し
た
の
が
天
正
十
二
年
に
お
け
る
島
原
陣
立
で
あ
る
。

「
幕
下
着
到
」
の
離
反
が
激
し
く
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
電
造
寺
氏
の
陣
立
構
成
は
直
属
家
臣
団
を
中
心
に
堅
め
ら
れ
て
い
く
が
、
島
原
陣
立
は
そ
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。

ζ

の
陣
立
で
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
主
力
戦
闘
部
隊
が
直
属
家
臣
固
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、

崎
衆
」
（
後
藤
衆
）
・
「
藤
津
衆
」
が
衆
構
成
の
ま
ま
一
隊
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
本
隊
は
一
門
・
譜
代
を
中
心
と
す
る
佐
賀
・

小
城
・
神
埼
郡
の
家
臣
固
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
ζ

と
で
あ
お
「
乙
の
こ
と
は
、
竜
造
寺
氏
が
個
別
領
主
の
把
握
と
地
域
別
の
把
握

に
よ
る
二
重
の
衆
構
成
を
通
じ
て
家
臣
団
を
編
成
、
か
つ
維
持
し
て
い
た
乙
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
兵
農
禾
分
離
を
前
提
と
す
る
在

「
江
上
衆
」

・
「
神
代
衆
」

一「

塚

地
の
構
造
と
本
領
安
堵
を
原
則
と
す
る
家
臣
団
の
存
在
形
態
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
二
重
の
衆
構
成
を
克
服
し
、
組
別
編
成

方
式
が
採
用
さ
れ
た
と
き
近
世
の
佐
賀
藩
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
鍋
島
時
代
の
乙
と
に
属
す
る
。

。）

執
政
体
制
と
そ
の
構
成

そ
こ
で
最
後
に
、
以
上
考
察
し
た
家
臣
団
構
成
と
の
関
連
に
お
い
て
、
竜
造
寺
権
力
の
中
枢
を
な
す
執
政
体
制
と
そ
の
構
成
・
機
能
に

つ
い
て
考
察
し
、
竜
造
寺
氏
の
権
力
構
造
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

天
文
十
五
年
、
水
ヶ
江
竜
造
寺
家
を
相
続
し
た
隆
信
は
、
二
年
後
の
同
十
七
年
、
村
中
竜
造
寺
家
の
胤
栄
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
胤
栄
の

跡
目
を
相
続
し
竜
造
寺
惣
領
家
の
地
位
に
つ
い
た
が
、
隆
信
の
惣
領
家
相
続
に
反
対
し
た
胤
栄
の
旧
臣
土
橋
栄
益
は
、
水
ヶ
江
竜
造
寺
家

を
相
続
し
た
家
門
の
子
鑑
兼
を
擁
立
し
、
豊
後
の
大
友
氏
に
通
ず
る
一
方
、
神
代
・
高
木
・
小
田
・
八
一
戸
・
江
上
氏
ら
東
部
肥
前
の
諸
氏

を
招
い
て
佐
賀
城
を
包
囲
攻
撃
し
が
）
。
形
成
の
不
利
を
倍
っ
た
隆
信
は
一

E
筑
後
に
亡
命
し
（
天
文
二
十
年
）
、
二
年
後
の
同
二
十
二
年
、

譜
代
家
臣
と
与
賀
・
川
副
地
方
の
給
人
・
地
侍
に
迎
え
ら
れ
、
佐
賀
城
の
回
復
に
成
功
し
市
町
隆
債
は
直
ち
に
鑑
兼
か
ら
水
ヶ
江
城
を
没

収
し
て
弟
長
信
を
配
置
時
、
石
井
・
福
池
・
吉
岡
氏
ら
の
譜
代
を
付
属
し
て
、
村
中
・
水
ヶ
江
両
家
を
掌
握
す
る
一
方
、

ζ

の
年
、
納
富



道
周
・
小
川
武
純
（
信
安
）
・
江
副
久
吉
を
宿
老
し
印
、
譜
代
執
政
体
制
を
確
立
し
た
。
ま
た
、

こ
の
と
き
隆
信
を
迎
え
た
水
町
・
鹿
江

・
南
里
・
石
井
・
久
布
白
・
横
尾
・
立
川
・
堀
江
・
副
島
・
飯
盛
・
石
丸
氏
ら
佐
賀
郡
南
部
の
与
賀
・
川
副
地
方
の
給
人
・
地
侍
は
、

竜
造
寺
家
臣
固
に
お
け
る
譜
代
の
中
核
を
構
成
し
て
ゆ
く
。

こ
う
し
て
、
前
述
し
た
譜
代
最
古
参
の
鍋
島
氏
ら
に
加
え
て
竜
造
寺
譜
代
が
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
「
御
国
惣
万
慢
は
隆
信
時
代
の

家
老
と
し
て
竜
造
寺
家
親
・
納
富
信
景
・
小
川
信
安
・
福
地
信
重
を
挙
げ
て
い
る
。
乙
の
う
ち
竜
造
寺
家
親
は
康
家
の
長
男
胤
家
系
に
属

「
着
到
帳
」
で
は
五
、

0
0
0町
の
知
行
面
積
を
有
す
る
最
上
位
の
一
円
で
あ
る
。
納
富
信
景
は
道
周
の
子
乃
父
子
家
老
職
を
つ

しと
め
、
福
地
信
重
も
最
古
参
の
譜
代
に
属
す
る
。

さ
ら
に
「
御
国
惣
万
帳
」
は
政
家
時
代
（
天
正
八
年
相
続
）
の
家
老
と
し
て
竜
造
寺
信
周
・
同
家
就
・
小
川
信
俊
・
納
富
賢
景
を
挙
げ

（

mm）
 

て
い
る
。
乙
れ
に
対
し
て
「
藤
竜
家
譜
」
は
前
三
者
と
と
も
に
納
富
家
理
を
挙
げ
て
い
る
。
乙
の
う
ち
竜
造
寺
信
周
は
須
古
竜
造
寺
家
の

祖
で
隆
信
の
弟
、
同
家
就
は
村
中
竜
造
寺
家
の
胤
門
系
に
属
し
、
知
行
面
積
で
は
一
問
中
第
五
位
を
占
め
、
村
中
竜
造
寺
家
で
は
最
上
位

を
占
め
る
。
小
川
信
俊
は
鍋
島
清
房
の
四
男
（
直
茂
弟
）
で
、
永
禄
元
年
信
安
の
死
去
に
伴
な
い
小
川
家
の
名
跡
を
相
続
し
が
）
。
納
富
賢

景
（
家
輔
）
は
信
景
の
九
？
あ
る
が
、
当
時
の
発
給
文
書
よ
り
考
え
て
「
藤
竜
家
譜
」
が
掲
げ
る
納
富
家
理
こ
族
）
を
家
老
と
す
べ
き
で

あ
ろ
問
。
な
お
「
竜
造
寺
ノ
三
越
」
と
し
て
当
時
の
発
給
文
書
に
小
川
信
俊
・
納
富
家
理
と
並
ん
で
土
肥
信
安
が
連
署
し
て
お
時
、
し
た

が
っ
て
、
前
記
の
外
土
肥
信
安
を
家
老
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
竜
造
寺
権
力
の
中
継
を
な
す
執
政
体
制
は
、
天
文
二
十
二
年
、
納
富
・
小
川
・
江
副
氏
ら
を
中
心
と
す
る
譜
代
執
政
体
制
が
確

立
し
て
よ
り
、
家
老
家
は
納
富
・
小
川
両
家
に
固
定
す
る
一
方
、
市
造
寺
一
門
が
各
家
よ
り
加
わ
る
と
と
も
に
、
譜
代
の
江
副
・
福
地
氏

に
代
わ
っ
て
外
様
系
の
土
肥
氏
が
加
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
一
門
お
よ
び
譜
代
・
新
参
の
重
臣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
比
較
的
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
権
力
体
系
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
江
上
・
神
代
・
後
藤
氏
ら
を
は
じ
め
と
す
る
有
力

な
外
様
系
新
参
家
臣
の
執
政
参
加
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
他
の
竜
造
寺
一
門
と
と
も
に
、
竜
造
寺
軍
事
力
の
中
核
を
な

屯
造
山
守
家
臣
団
の
織
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

七



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

伽j

佐賀宿老

士

口

重

安

斎

信

信

栄

太木高

第9表

「22~天正8 竜造寺信周

須古御吋天正s）竜造時門

『九州治乱吉田・「御園惣万帳」・「藤竜家譜」・「田尻家論」等によって作成。

江副

福地

土肥

信景

家理

勝屡勝一軒

道周納富

納富

納富

信安

信俊

小川信安

竜造寺信明

体政

小JI!

小JII 

執

竜造寺家就

竜造寺家親

竜造寺家俊

寺造竜

し
、
各
陣
立
の
際
侍
大
将
と
し
て
戦

闘
力
の
主
軸
を
構
成
し
問
。
乙
の
こ

と
は
、
竜
造
寺
氏
の
家
臣
団
編
成
方

式
が
、
地
域
別
編
成
の
方
式
と
同
時

に
、
こ
れ
ら
個
別
領
主
の
把
握
に

よ
る
衆
構
成
方
式
（
「
江
上
衆
」
・
「
神
代

衆
」
・
「
塚
崎
衆
」
な
ど
）
を
採
用
し
た

乙
と
に
対
応
し
て
い
る
。

tζ 
譲天
つ正
て八
須年
古
に隆
隠信
居は
し家
Tこ85督
。を

す政
で家

に
天
正
三
年
、
隆
信
は
須
古
を
隠
居

所
に
定
め
る
一
方
、
松
浦
・
大
村
・

西
郷
・
有
馬
氏
ら
に
対
す
る
戦
略
の

拠
点
と
し
て
、
勝
屋
勝
一
軒
ら
に
平

た井
がぎ氏
、の

降旧
信城
の須
須古
古城
隠を
居普
に請
際せ
しし
、め

隆
信
に
伴
な
っ
て
須
古
に
移
っ
た
家

〔註〕

（第一

O

き匡
と i
し.＇＿「

之官須
脚古

語哩
は 1日出

竜衆
造一
寺

門

成4蕎の衆仮目御古須第10表

/¥ 

計

名
46 

鴨打胤貞・前回伊予守・前田甚右衛門・円城寺美濃守

井元七兵衛・中島兵庫・田中善九郎・立川讃岐守

馬場筑前守・高木惣右衛門・豊田大和守・橋本内蔵之允

滋塚｛背後守・塩塚源右衛門・相回久助・宮崎伊勢守

田中警兵衛・吉田清内・広木掃部・北島又兵衛

光岡伊右衛門・石井四郎左衛門・石井七兵衛・深川蔵人

津田次郎左衛門・園田孫三郎・成富久也・岸川狩γ七兵衛

大島隼人助・舞熊七郎兵衛・芦川玄蕃・糸山将監

境原兵部少・江島監物・牟田右J馬允・坪木権之助

馬渡九左衛門・古賀藤之助・古川伊豆守・中島形右衛門

山田九郎左衛門・安岡善吉・中村可純・諸問尾張守

諸岡市五郎・宮部茂任

名衆側御｛言隆

「御閏惣万帳」による。〔註〕



（
信
門
・
家
俊
・
信
明
）
の
外
勝
屋
勝

一
軒
・
高
木
太
栄
斎
を
御
側
頭
と
し

（
第
九
表
）
、

「
須
古
御
側
衆
」
の
統

制
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
隆
信
の
弟
須

古
の
竜
造
寺
信
周
が
家
老
職
に
就
任

す
る
の
は
乙
の
と
き
で
あ
る
。
乙
う

し
て
、
竜
造
寺
一
門
の
う
ち
胤
家
系

の
諸
氏
の
多
く
は
須
古
に
移
り
、
代

っ
て
水
ヶ
江
竜
造
寺
家
の
執
政
参
加

が
実
現
す
る
。

一
方
、
竜
造
寺
惣
領
家
の
地
位
に

つ
い
た
政
家
の
も
と
に
も
御
側
衆
が

設
置
さ
れ
、
五
番
に
分
か
れ
て
定
詰

し
た
。
各
番
の
構
成
と
メ
ン
バ
ー
は

｛随】

第
一
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
注
目

さ
れ
る
と
と
は
、
竜
造
寺
権
力
の
中

核
を
な
す
政
家
の
御
側
衆
が
竜
造
寺

一
門
を
は
じ
め
譜
代
・
新
参
の
あ
ら

ゆ
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

竜造寺政家御側定詰審の織成

君｜ 政家御側定詰名 ｜計｜総計
電造寺信純・納富長昭・横岳兵次郎・竜造寺重純

1審 電造寺茂俊・；竜造寺太郎四郎・百武源三郎・石井孫三郎

石井久左衛門・石井孫兵衛・平井与一郎・鍋島源五郎

小林勝三郎・葉 久五郎・石井三右衛門

田尻兵庫助・山代 貞・出雲七兵衛・内田源次郎

2審 吉田太郎左衛門・竜造寺大学助・竜造寺太郎九郎・泡造寺助九郎 15 
納富六郎・秀島進土左衛門・鴨打胤純・勝屋勘平

本告作右衛門・副島嘉兵衛・土山与三兵衛

間信昭高木問時信円犬塚問｜
徳島四郎右衛門・姉川勝二郎・鴨打胤房・重松孫二郎 15 名3番 73 
犬塚正盛・成松新十郎・千布孫三郎・高木兵門

嬉野清三衛門・嬉野久蔵・嬉野孫五郎

鍋島茂里・内田弥右衛門・鍋島助右衛門・高木兵部大輔

4番 井元茂七郎・嬉野左馬助・辻 十太郎・上海孫兵衛 14 
腐江孫四郎・大家太郎四郎・堀江権右衛門・土肥相左衛門

宮崎源三郎・堤 新兵衛

｜馬場茂貝・太周茂連・電酎信氏電時新九郎

5番電造寺源七郎・常造寺縫殴介・竜造寺信家・深江助四郎 14 
徳島左衛門大夫・三浦源三郎・円城寺吉蔵・永田大蔵

南里左衛門・北島五八郎

第11表

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

九

「御園惣万張」・「藤溜家諮J4による。〔註〕



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

。

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
も
っ
と
も
遅
く
帰
属
し
た
松
浦
党
支
流
の
山
代
氏
や
藤
津
衆
の
嬉
野
・
辻
・
上
滝
・
永
田
氏
お
よ
び
筑
後

衆
の
田
尻
氏
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
は
、
竜
造
寺
氏
が
乙
れ
ら
外
様
系
新
参
家
臣
お
よ
び
そ
の
一
族
子
弟
を
御
側
衆
に
組
み
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
家
臣
団
統
制
の
強
化
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
竜
造
寺
一
門
の
な
か
で
は
、
須
古
竜
造
寺
系
が
目
立
ち
、
一
番

の
信
純
・
長
昭
（
納
富
家
景
養
子
）
、
三
番
の
信
昭
は
、
と
も
に
家
老
職
に
就
任
し
た
信
周
の
子
で
あ
る
。
四
番
の
鍋
島
茂
里
は
、
勝
茂
誕

生
前
の
直
茂
の
世
嗣
、
実
は
石
井
信
忠
の
長
邪
乙
う
し
て
、
こ
れ
ら
竜
造
寺
・
鍋
島
氏
の
一
族
子
弟
が
各
蕃
に
配
置
さ
れ
、
譜
代
・
新

参
家
臣
お
よ
び
そ
の
一
族
子
弟
と
番
を
構
成
し
つ
つ
、
交
代
で
定
詰
し
た
の
で
あ
る
。

と
ζ

ろ
で
納
富
・
小
川
氏
ら
と
と
も
に
譜
代
の
最
古
参
を
占
め
る
鍋
島
氏
は
、
竜
造
寺
権
力
機
構
の
な
か
で
如
何
な
る
地
位
を
占
め
、

如
何
な
る
機
能
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
究
明
乙
そ
、
竜
造
寺
権
力
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
鍋
島
佐
賀

藩
成
立
の
前
提
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
簡
単
な
展
望
を
試
み
本
稿
を
終
る
こ
と
と
す
る
。

【一一】
（l
）
「
藤
竜
家
譜
」
一
一
、
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一

O

（2
〉
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
一
二
一
六
四
頁
。

（3
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
五
一
九
二
頁
。

（4
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
O

二
七
三

l
七
四
頁
、
「
直
茂
公
譜
」
第
二
。

（5
）
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
二
二
九
七
頁
。

（6
）
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
一
一
一
一
一
九
九
頁
。

（7
）
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
・
「
直
茂
公
諮
」
第
一
一
、
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
三
＝
二

O
頁。

（8
）
三
陣
H
鍋
島
直
茂
・
四
陣
H
神
代
長
良
の
陣
代
・
五
陣
H
横
岳
相
相
続
（
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
・
「
直
茂
公
譜
」
第
一
一
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
二

三
ゴ
二
三
頁
）
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
新
た
に
帰
属
し
た
筑
後
の
田
尻
・
蒲
池
氏
が
先
陣
・
ニ
障
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

司
令
。

（
9
）
筑
紫
広
門
は
肥
前
養
父
郡
勝
尾
城
主
。

一
二
五
二
六
頁
。



（
叩
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
五
三
三
五

i
三
六
頁
、
「
直
茂
公
譜
」
第
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
。

（
日
）
（
ロ
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
五
三
三
八

l
四
O
頁。

（
河
川
）
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
。

（
川
崎
）
藤
野
保
「
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
と
国
入
領
主
の
動
向
」
（
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
ニ
二
号
）
参
照
。

（
江
川
）
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
六
三
四
八
｜
五

O
頁。

（
時
）
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
寸
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
七
三
五
九
頁
。

（
ロ
）
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
七
三
六

0
1六
七
頁
。

（
民
）
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
七
三
六
五
頁
。

（
股
）
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
直
茂
公
譜
」
第
四
、
『
鹿
児
島
県
史
」
一
巻
七
二
一
一
良
。

（
初
）
「
田
尻
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
七
巻
所
収
）
一
一
一

O
号
竜
造
寺
隆
信
同
政
家
連
署
判
物
。

（
幻
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
七
三
七
七
頁
。

（
n）
（
勾
）
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」
二
二
号
錨
識
論
文
参
照
。

（M
）
「
直
茂
公
譜
」
第
四
・
「
鍋
島
直
茂
譜
考
補
」
四
・
「
勝
也
家
譜
」
四
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
八

頁。

（
お
）
「
直
茂
公
譜
」
第
五
・
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
乾
、
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
九
三
九
六
｜
九
七
頁
。

奉
知
行
充
行
状
。

（
お
）
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
乾
、
「
家
哨
御
代
」
（
「
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
二
所
収
）
、

（
幻
）
「
直
茂
公
諮
」
第
五
・
「
直
茂
公
諮
考
補
」
五
乾
。

（
お
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
九
四
O
二
l
六
頁
。

（mm
）
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
直
茂
公
譜
」
第
五
。

（
卸
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三

O

四
一
二
頁
。

（M
U
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
O

四
一
二
1

一
三
頁
。

（
担
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三

O

四
一
一
一
ー
一
四
頁
。

（
お
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
O

四
一
七
頁
。

！＼ 

｝＼ 

「
田
尻
家
文
書
」
二
二
五
号
鍋
島
信
生
蹴

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
九

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

九
八

i
悶

O
O頁。



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
伺
（
藤
野
）

〈
引
品
）
『
鹿
児
島
県
史
』
一
巻
七
一
ニ
O
頁。

〈
お
）
天
正
十
四
年
十
月
四
日
豊
臣
秀
吉
害
状
（
「
直
茂
公
諸
考
補
」
五
乾
所
収
）
。

〈
お
）
藤
野
保
「
九
州
に
お
け
る
幕
諸
問
領
主
支
配
の
特
質
」
ハ
円
（
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」

（
『
明
治
維
新
と
九
州
』
九
州
文
化
論
集
三
所
収
）
。

〈
幻
）
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
坤
、
「
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
三
登
所
収
）
六
号
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
。

〈
お
）
「
小
早
川
家
文
書
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
一
一
所
収
）
一
八
O
号
豊
臣
秀
吉
検
地
知
行
方
自
録
。

〈
却
）
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
佑
史
研
究
所
紀
要
』
二
ハ
号
・
『
明
治
維
新
と
九
州
』
所
収
論
文
・
『
新
訂
幕
落
体
制
史
の
研
究
』
第
三
編
参
照
。

〈
ω）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
二
四
四
六
頁
、
「
鍋
島
家
文
書
」
五
号
豊
田
秀
吉
朱
印
状
。

（H
U

）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
二
四
四
七
頁
。

〈M
M
）
『
西
郷
記
』
（
『
諌
江
史
料
拾
録
』
第
一
集
所
収
）
、
「
家
晴
御
代
」
（
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
二
所
収
）
、

一
八
頁
。

〈
必
）
註
（
ぬ
）
参
照
。

（
必
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
二
四
四
五
頁
、
『
旧
柳
川
部
川
士
山
』
上
巻
三
六
｜
七
頁
。

〈
必
）
「
田
尻
家
文
書
」
二
二
九
号
田
尻
鐙
種
知
行
分
米
書
出
。

〈
必
）
（
抑
制
）
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
二
四
四
七
｜
四
八
頁
。

〈
必
）
一
ー
直
茂
公
譜
」
第
五
、
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
九
三
九
一

l
九
二
民
。

〈
鈎
）
註
（
必
）
と
同
じ
。

〈
印
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
三
二
四
四
二
｜
四
三
氏
、
森
山
恒
雄
「
近
世
初
期
肥
後
国
衆
一
授
の
構
造
」

照。

〈
日
）
藤
野
保
『
新
訂
幕
務
体
制
史
の
研
究
』
－
五
二
｜
五
三
頁
参
照
。

（
臼
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
二
四
四
七
頁
、
「
麻
生
文
書
」
（
『
九
州
史
料
議
書
』

〈
臼
）
註
（
日
）
参
照
。

〈
弘
）
註
（
鈎
）
参
照
。

二
ハ
号
）
・
「
九
州
に
お
け
る
幕
務
体
制
の
特
質
」

「
諌
早
市
史
』
一
巻
二

O
三
｜

（
「
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
一
七
号
）
参

（
ロ
）
所
収
）
一

O
二
号
路
間
秀
吉
朱
印
状
写
。

（日）

『
大
日
本
史
料
』
一
一
一
編
ノ
六
所
収
「
大
林
蔵
竜
造
寺
系
図
」
に
は
、

〈隆｝

「
平
戸
ノ
松
浦
肥
前
守
鎮
信
入
道
々
可
、
壱
岐
ノ
日
高
ヲ
街
テ
題
下
に
属



ス
」
（
三
五
一
頁
）
と
あ
り
、
松
浦
氏
が
日
尚
氏
を
伴
な
っ
て
「
落
下
」
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
年
代
は
天
正
十
年
で
あ
る
。
似
し
、
乙
の

系
図
に
は
誤
謬
が
多
い
。

（
日
出
）
但
し
、
筑
前
の
高
橋
・
一
戸
次
・
立
花
・
小
田
辺
・
大
鶴
氏
舎
除
く
。

（
町
）
竜
造
寺
氏
関
係
と
の
動
静
が
不
明
と
い
う
意
味
で
、
在
地
領
主
と
し
て
の
動
向
な
い
し
他
の
戦
闘
大
名
と
の
関
係
は
倒
別
に
究
明
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

（
臼
）
第
三
表

ωの
人
木
は
大
木
兵
部
少
輔
の
誤
り
、
乙
の
点
倒
が
正
し
い
。
ま
た

ωは
高
良
山
祝
部
・
鏡
山
山
城
守
安
笑
と
並
記
し
、
別
例
の
人
物
と

し
て
吸
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
一
の
人
物
で
、
正
確
に
は
い
け
同
良
山
の
祝
部
鋭
山
山
城
守
安
突
と
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。

（
回
）
『
九
州
治
乱
記
』
・
「
堤
家
文
書
」
・
「
勝
茂
公
御
代
寛
永
五
年
惣
着
到
」
・
「
御
国
惣
万
張
」
。

（
印
）
天
正
八
年
「
着
到
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
知
行
面
積
を
各
家
文
書
に
よ
っ
て
す
べ
て
検
証
す
る
乙
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

ω・
倒
閣
の
面
積
表
示
の

相
違
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
但
し
、
「
藤
竜
家
譜
」
以
下
の
各
種
記
録
お
よ
び
「
九
州
治
乱
記
』
以
下
の
各
種

編
築
物
に
散
見
す
る
知
行
面
積
と
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
殺
到
帳
」
の
知
行
面
積
を
一
応
の
目
安
と
し
て
検
討
し
た
が
、
全
体
の

論
現
繕
成
に
は
変
化
を
与
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
知
行
商
税
に
よ
り
疑
問
の
多
い
国
侍
・
他
国
侍
の
ほ
と
ん
ど
が
「
世
帯
下
刊
新
到
」
に
属
し
、
こ

れ
を
家
国
国
か
ら
排
除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
一
胸
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
臼
）
一
一

O
町
以
下
の
下
層
家
臣
団
、
と
く
に
給
人
・
地
侍
層
に
つ
い
て
は
、
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
記
要
』
二
二
号
掲
載
論
文
参
照
。

（臼）

ωの
場
合
も
八
、
九
一
九
町
に
達
し
て
い
る
（
第
三
表
参
照
）
。
な
お
、
「
藤
竜
家
譜
」
三
は
隆
信
が
竜
造
寺
惣
領
家
を
相
続
し
た
と
き
の
知
行

面
積
を
七
、
ニ
ニ

O
町
と
し
て
い
る
。

（
臼
）
北
島
万
次
氏
は
「
天
正
期
に
お
け
る
領
主
的
結
集
の
動
向
と
大
名
権
力
」
（
「
歴
史
学
研
究
』
四
O
O号
）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
「
着
到
帳
」

の
史
料
批
判
の
必
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
自
ら
史
料
批
判
を
お
こ
な
わ
ず
、
『
諌
早
市
史
』
所
収
の
働
で
立
論
し
た
筆
者
の
見
解
（
「
幕
藩
体

制
史
の
研
究
』
六
五
四
頁
）
に
対
し
、
「
幕
下
着
到
」
を
す
べ
て
泡
造
寺
「
家
臣
団
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
造
寺
一
門
が
「
他
の
家
臣
団

に
対
し
て
圧
倒
的
優
位
を
占
め
て
い
た
」
の
で
は
な
く
「
事
実
は
逆
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
が
、
北
島
氏
の
指
摘
こ
そ
「
事
実
は
逆
で
あ
る
」

こ
と
は
、
「
着
到
帳
」
の
史
料
批
判
に
も
と
づ
く
本
稿
の
実
証
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
北
島
氏
は
「
着
到
帳
」

ω

に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
る
が
、

ωが
如
何
な
る
史
料
的
性
絡
を
有
す
る
か
は
本
文
に
お
い
て
複
々
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
北
島
氏
が

ωに

よ
っ
て
作
成
し
た
「
天
正
八
年
泡
造
寺
の
『
家
臣
団
』
構
成
」
表
は
、
少
な
く
と
も

ωの
み
か
ら
乙
の
よ
う
な
表
は
作
成
で
き
な
い
。
「
一
門
」

の
抽
出
は
可
能
で
あ
っ
て
も
「
家
老
」
・
「
政
家
御
定
例
話
番
」
（
御
側
定
話
番
の
誤
り
）
の
区
分
け
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
乙
れ
は
恐
ら

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
口
（
藤
野
）



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

四

く
「
御
関
惣
万
帳
」
に
よ
っ
て
区
分
け
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

の
史
料
で
あ
り
、
た
と
え
後
者
に
よ
っ
て
前
者
を
区
分
け
し
て
も
、

は
六
三
名
で
は
な
く
七
三
名
で
あ
る
（
第
一
一
表
参
照
）
。

〈
臼
）
「
城
原
衆
子
細
究
帳
」
（
『
神
埼
町
史
』
所
収
）
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
－
四
一
八
二
頁
・
巻
之
二
O

〈
町
）
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
・
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
ニ

O

二
六
七
頁
。

〈
前
）
註
（
4
）
と
同
じ
。

〈mw
）
註
（
5
）
と
同
じ
。

〈
伺
）
「
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
三
三
O
四
頁
。

〈
的
）
「
直
茂
公
譜
」
第
二
・
「
藤
竜
家
譜
」
一
二
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
二
二
九
六
頁
。

〈
叩
）
註
（
5
）
と
同
じ
。

（
礼
）
註
（
M
）
と
同
じ
。

（
花
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
二
一
五
四
頁
、
『
佐
賀
県
史
』
上
巻
六
三
一
頁
。

〈
均
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
一
一
一
五
八
1

六
O
頁。

〈
冗
）
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
。

〈
お
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
コ
一
二
ハ
四
一
貝
。

〈
花
）
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。

〈
π）
「
納
富
系
図
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。
実
際
は
孫
に
あ
た
る
が
、
父
家
景
（
家
一
男
一
）
早
世
に
つ
き
、
信
景
は
祖
父
道
周
の
跡
を
継
い
だ
。

〈
祁
）
「
藤
竜
家
譜
」
図
。

〈
乃
）
「
小
川
家
殺
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

〈
加
）
「
納
富
系
図
」
。

〈
但
）
「
田
尻
家
機
」
七
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
、
「
間
尻
家
文
書
」
。

〈
位
）
（
邸
）
「
田
尻
家
文
書
」
二

O
八
号
竜
造
寺
氏
老
臣
連
署
起
請
文
。

〈
刷
出
）
家
老
は
各
陣
立
に
際
し
侍
大
将
を
つ
と
め
て
お
り
、
役
方
と
務
方
は
未
分
化
の
状
態
に
あ
っ
た
。

（
部
）
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
。

「
着
到
帳
」
と
「
御
国
惣
万
帳
」
は
一
書
に
収
ま
っ
て
い
て
も
、
本
来
別
個

「
家
老
」
一
八
名
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
政
家
公
御
側
定
詰
審
」

二
六
六
頁
。



（
叫
山
）

（

U
）
 

（
∞
∞
）
 

〈
卸
）

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
二
二
九
一
頁
。

「
御
園
惣
万
帳
」
に
よ
る
と
、
御
側
頭
を
入
れ
て
須
古
御
側
衆
は
五
一
名
と
伝
っ
て
い
る
が
、

「
御
園
惣
万
帳
」
・
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
。

「
茂
里
譜
」
（
佐
賀
県
立
図
欝
館
所
蔵
）
。

「
藤
・
池
家
諮
」
は
五
四
名
と
し
て
い
る
。

展
望
H

鍋
島
執
政
権
力
の
成
立

鍋
島
氏
が
竜
造
寺
氏
の
家
臣
と
し
て
、
同
家
興
隆
の
素
地
を
つ
く
っ
た
の
は
、
享
禄
三
年
、
少
弐
氏
に
属
し
て
大
内
軍
を
神
埼
郡
田
手

に
迎
え
討
ち
大
宰
府
に
敗
走
せ
し
め
た
と
き
に
求
め
ら
れ
〔
年
竜
造
寺
家
兼
は
、
乙
の
と
き
の
鍋
島
清
久
・
清
房
父
子
の
功
績
に
対
し
、

子
家
純
の
娘
（
撃
渓
）
を
清
房
に
要
せ
が
「
直
茂
の
母
で
あ
る
。
さ
ら
に
弘
治
二
年
に
は
、
隆
信
の
母
（
成
問
）
が
清
房
に
再
嫁
一
円
ぃ
隆
信

と
直
茂
は
義
兄
弟
と
な
っ
た
。
鍋
島
氏
は
、
こ
う
し
た
血
縁
関
係
に
よ
る
紐
帯
を
通
じ
て
、
竜
造
寺
氏
の
有
力
な
譜
代
家
臣
と
な
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
弘
治
・
永
禄
年
聞
に
お
い
て
は
、
清
房
と
そ
の
兄
清
泰
が
鍋
島
家
を
代
表
し
、
竜
造
寺
氏
の
陣
立
構
成
は
、

一
門
の
外
納
富

信
景
・
小
川
信
安

l
信
俊
・
福
地
信
重
ら
の
家
老
を
中
核
と
す
る
・
も
の
で
あ
り
、
鍋
島
氏
の
地
位
は
な
お
低
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
鍋
島
氏
が
竜
造
寺
体
制
下
に
お
い
て
強
力
な
地
位
を
確
保
す
る
の
は
、
元
亀
元
年
の
今
山
合
戦
に
お
い
て
、
直
茂
が
大
友

勢
を
肥
前
よ
り
撃
退
し
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
の
陣
立
構
成
は
直
茂
が
先
陣
を
つ
と
め
た
乙
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

天
正
二
年
、
須
古
の
平
井
氏
が
降
服
し
た
あ
と
、
直
茂
は
竜
造
寺
信
周
と
と
も
に
杵
島
郡
の
支
配
に
あ
た
っ
た
が
、
同
五
年
、
諌
早
の

西
郷
氏
と
の
和
議
が
成
立
し
た
と
き
、
西
郷
一
門
の
市
来
忠
末
は
直
茂
宛
に
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
竜
造
寺
体
制
下

に
お
け
る
鍋
島
氏
の
地
位
の
高
さ
を
国
人
領
主
が
承
認
し
た
ζ

と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
竜
造
寺
領
国
の
拡
大
に
伴
な
っ
て
増
加
す
る
。

直
茂
の
兄
信
房
は
、
天
正
四
年
以
来
鹿
島
に
配
置
さ
れ
て
「
藤
津
衆
」
を
統
轄
し
、

弟
康
房
（
康
信
）
は
、

早
く
水
ヶ
江
竜
造
寺
系
の

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

二
五



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

一一Lノ、

澄
家
（
純
家
）
家
を
相
続
し
て
竜
造
寺
一
門
と
な
り
、
さ
ら
に
溺
信
俊
は
、
小
川
（
信
宏
）
家
を
相
続
し
て
家
老
と
な
り
、
信
俊
の
三
男
家

良
は
、
天
正
七
年
名
族
神
代
家
を
相
続
し
た
。
竜
造
寺
体
制
下
に
お
け
る
鍋
島
氏
の
地
位
は
、
も
早
揺
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ

ぅ
。
し
か
し
、
翌
八
年
作
成
さ
れ
た
「
着
到
帳
」
に
お
い
て
は
、
直
茂
個
人
の
知
行
面
積
は
五
三

O
町
で
一
四
位
に
位
置
し
、
そ
の
地
位

は
決
し
て
高
く
な
い
。
こ
の
一
見
相
矛
盾
す
る
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。
そ
乙
に
竜
造
寺
権
力
の
在
り
方
と
家
臣
団
構
成
の
特

質
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

隆
信
は
天
正
七
年
、
直
茂
を
筑
後
の
酒
見
城
に
移
し
）
、
筑
後
の
経
営
を
担
当
せ
し
め
た
。
竜
造
寺
領
国
の
維
持
に
筑
後
は
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
後
よ
り
、
直
茂
は
国
人
領
主
に
対
し
て
、
隆
信
と
並
行
し
か
っ
独
自
に
政
治
工
作
を
お
こ
な
う
一

方
、
か
れ
ら
の
動
静
・
離
反
ぞ
佐
賀
に
注
進
す
る
と
と
も
に
、
竜
造
寺
軍
の
寧
議
に
参
加
し
て
出
陣
日
程
を
決
定
し
、

ζ

れ
を
国
人
領
主

に
連
絡
し
て
陣
立
を
構
成
し
、
そ
の
先
障
を
つ
と
め
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
極
め
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は

隆
信
の
隠
退
（
天
正
八
年
）
と
と
も
に
一
層
顕
著
と
な
っ
た
。
政
家
は
絶
え
ず
直
茂
と
行
動
を
と
も
に
し
て
お
り
、
政
家
の
戦
略
・
戦
術

は
、
す
べ
て
直
茂
の
献
策
・
指
導
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
正
九
年
よ
り
、
直
茂
は
蒲
池
鎮
誼
の
旧
城
柳
河
に
移
り
ず
大
友
・
島
津
勢
の
筑
後
進
攻
に
対
抗
す
る
一
方
、
国
人
領
主
の
綬
撫
策
に

専
念
す
る
が
、
直
茂
は
、
こ
れ
ら
の
国
人
領
主
に
対
し
て
自
由
に
所
領
を
安
堵
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
隆
信
の
死
後
一
層
顕
著
と
な
っ

て
ゆ
く
。
こ
の
こ
と
は
、
直
茂
が
隆
信
な
い
し
政
J

家
か
ら
国
人
領
主
に
対
す
る
知
行
安
堵
権
を
委
任
さ
れ
、
独
自
に
筑
後
経
営
に
あ
た
っ

て
い
た
乙
と
を
示
し
て
お
り
、
竜
造
寺
体
制
下
に
お
け
る
直
茂
の
地
位
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
直
茂
は
執
政
体
制
の
上
に
あ
っ
て
、
隆
信
・
政
山
本
と
行
動
を
と
も
に
し
、
自
由
な
立
場
か
ら
竜
造
寺
領
聞
の
拡
大
・
維

持
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
直
茂
が
家
老
に
就
任
し
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
に

国
人
領
主
の
直
茂
に
対
す
る
起
請
文
の
提
出
は
、
竜
造
寺
権
力
に
お
け
る
こ
頭
政
治
を
客
観
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
着
到
帳
」
に
現
わ

れ
た
直
茂
の
知
行
面
積
は
、
直
茂
の
権
力
拡
大
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
隆
信
の
措
置
と
み
ら
れ
よ
う
。



事
実
、
二
頭
政
治
の
矛
盾
は
、
ま
ず
天
正
十
二
年
に
お
け
る
島
原
合
戦
に
現
わ
れ
、

つ
い
で
、
隆
信
の
死
後
政
家
・
直
茂
聞
に
具
体
化

し
た
。
陸
信
の
死
に
よ
っ
て
権
力
の
主
柱
を
喪
失
し
た
竜
造
寺
一
門
は
、
自
ら
の
領
国
体
制
維
持
の
た
め
、
直
茂
の
佐
賀
召
還
と
国
政
参

加
を
要
請
し
た
が
、
直
茂
は
柳
河
に
引
き
龍
っ
た
ま
ま
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
よ
う
や
く
家
老
竜
造
寺
信
周
の
説
得
に
よ
っ
て
、

四
月
八
日
、
直
茂
は
柳
河
か
ら
蓮
池
に
移
っ
た
叫
、
こ
の
と
き
直
茂
宛
に
提
出
さ
れ
た
政
家
の
起
請
文
出
γ

隆
信
死
後
の
政
家
の
微
妙
な

立
場
を
表
明
し
て
い
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
お
こ
な
わ
れ
た
佐
賀
・
蓮
池
両
城
の
補
修
工
事
に
よ
っ
て
、
城
原
衆
よ
り
直
茂
窺
擦
の
風

説
が
立
ち
、
両
者
聞
の
矛
盾
が
再
び
客
体
化
さ
れ
た
。
乙
こ
に
お
い
て
、
直
茂
は
再
度
設
居
し
政
治
よ
り
身
を
引
い
た
が
、

ζ

の
と
き
政

（

直

茂

）

（

路

）

（

η
）

家
は
直
茂
に
対
し
「
如
陸
甲
由
同
共
に
信
生
可
為
下
知
次
第
」
と
い
う
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
家
は
領
国
政
治
を
直
茂
に
委
任

す
る
決
意
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
乙
に
、
竜
造
寺
体
制
下
に
お
け
る
直
茂
の
執
政
権
力
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
戦
国
大
名
よ
り
国
政
の
委
任
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、

か
つ
て
の
執
政
体
制
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

乙
れ
と
並
行
し
て
、
直
茂
に
対
す
る
竜
造
寺
家
臣
団
や
「
幕
下
着
到
」
の
起
請
文
提
出

が
日
を
追
っ
て
増
加
し
、
「
鍋
島
直
茂
譜
考
補
」
は
、
天
正
十
二
年
四
月
よ
り
十
二
月
に
至
る
起
請
文
差
出
人
二
三

O
名
の
氏
名
を
列
挙

し
て
い
る
。
乙
の
こ
と
は
、
鍋
島
執
政
権
力
を
竜
造
寺
家
国
凶
が
求
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
竜

造
寺
氏
は
隆
信
の
死
後
、
自
ら
の
戦
国
大
名
権
力
と
領
国
体
制
を
保
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
竜
造
寺
権
力
に
お
け
る
二
頭
政
治
は
、
政
家
の
直
茂
に
対
す
る
国
政
委
任
と
い
う
異
例
の
措
置
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る

が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
の
が
直
茂
に
対
す
る
「
御
家
裁
判
」
の
委
任
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
友
勢
、
つ
い
で
島
津
勢
の
進
攻
に
よ

っ
て
、
筑
後
の
経
営
が
一
一
周
困
難
と
な
っ
た
天
正
十
四
年
に
具
体
化
し
た
。
乙
の
年
の
四
月
、
政
家
と
一
門
・
重
臣
お
よ
び
筒
茂
の
三
者

聞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
起
請
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
…
叩
こ
の
と
き
政
家
お
よ
び
一
門
・
重
臣
は
、
直
茂
に
「
御
家
裁
判
」
を
一
任
し
た
の
で

あ
る
。要す
る
に
、

「
御
家
裁
判
」
と
は
竜
造
寺
領
国
の
統
治
に
外
な
ら
ず
、
直
茂
は
、
政
家
お
よ
び
一
門
・
重
臣
か
ら
、
改
め
て
竜
造
寺
領

官
邸
造
寺
山
怒
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

ーじ



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
口
（
藤
野
）

/¥ 

国
支
配
の
委
任
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
竜
造
寺
領
固
に
お
い
て
は
、
家
督
と
支
配
が
分
離
し
別
個
の
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
領
国
の
支
配
権
は
、
竜
造
寺
氏
の
家
督
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
定
着
し
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
天
正

（初】

十
五
年
に
お
け
る
秀
吉
の
政
家
に
対
す
る
肥
前
七
郡
の
安
堵
、
同
十
八
年
に
お
け
る
隠
居
分
の
支
給
と
軍
役
免
許
、
同
二
十
年
に
お
け
る

直
茂
へ
の
朝
鮮
出
陣
乱
物
等
々
の
一
連
の
措
置
は
、
以
上
考
察
し
た
竜
造
寺
領
固
に
お
け
る
支
配
の
実
態
を
踏
え
た
統
一
権
力
の
解
答
で

あ
り
、

「
幕
藩
」
制
論
理
の
貫
徹
の
た
め
の
措
置
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
乙
と

と
す
る
。

円一迂】
（1
）
（
2
）
「
藤
竜
家
譜
」
二
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、

（3
）
「
直
茂
公
譜
」
第
一
。

（4
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一
一
一
二
八
二
頁
。

（5
）
「
竜
造
寺
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
」
三
巻
所
収
）
一
一
二
四
号
市
来
忠
末
起
請
文
。

（6
）
「
直
茂
公
譜
」
第
一
・
「
鍋
島
系
図
」
・
「
小
川
家
譜
」
・
「
神
代
家
伝
記
」
。

（7
）
「
藤
竜
家
譜
」
コ
了
「
直
茂
公
譜
」
二
。

（8
）
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
五
三
三
五
頁
。

（9
）
「
直
茂
公
譜
」
第
四
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
六
三
五
二
頁
。

（
叩
）
「
田
尻
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
七
巻
所
収
）
一
八
四
号
鍋
島
信
昌
削
書
状
、
一
一
一
一
五
号
鍋
島
信
生
削
奉
知
行
充
行
状
。
な
お
後
者
を

三
好
不
二
雄
氏
は
天
正
十
三
年
に
推
定
し
て
い
る
が
、
天
正
十
二
年
の
誤
り
。

（
日
）
当
時
柳
河
に
あ
っ
た
直
茂
は
、
隆
信
の
島
原
出
陣
の
報
に
接
し
、
直
ち
に
須
古
に
急
行
し
て
、
出
陣
中
止
を
進
一
言
し
て
い
る
。
隆
信
は
ζ

れ
を
無

視
し
て
島
原
に
向
い
、
そ
こ
で
も
軍
議
の
席
で
一
旦
決
定
し
た
作
戦
計
画
を
突
如
変
更
し
、
中
道
を
進
む
鍋
島
・
神
代
隊
を
山
手
に
向
か
わ
せ
、

自
ら
は
山
手
か
ら
中
道
に
巡
み
中
央
突
破
を
試
み
て
戦
死
し
た
（
「
筒
茂
公
割
問
」
第
四
・
「
鍋
島
問
茂
耕
考
補
」
四
・
「
藤
竜
家
諮
」
問
・
「
隆
信

公
御
年
譜
」
坤
）
。

（
ロ
）
「
直
茂
公
譜
」
第
五
・
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
乾
。

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
九

一
O
九
｜
一
一
買
。



（
お
）
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
的
判
所
収
。

（
弘
）
政
家
と
直
茂
は
親
子
兄
弟
の
よ
う
に
腹
蔵
な
く
相
談
し
、
二
人
の
聞
に
つ
い
て
議
言
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
互
に
実
否
を
糾
明
し
よ
う
、
自
分
は
若

輩
な
の
で
、
異
見
し
て
欲
し
い
、
ど
の
よ
う
な
異
見
も
気
に
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
政
家
の
直
茂
に
対
す
る
接
近
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
店
）
「
直
茂
公
譜
」
第
五
・
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
乾
。

（
お
）
「
如
睦
甲
胃
」
と
い
う
の
は
平
時
・
戦
時
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
栗
原
荒
野
『
校
註
葉
隠
」
一

O
頁
参
照
）
。

（
口
）
「
直
茂
公
譜
考
補
」
五
吃
。

（
鴎
）
「
鍋
島
直
茂
譜
考
補
」
五
上
。

（
四
）
「
藤
竜
家
譜
」
四
。
『
佐
賀
県
史
』
上
巻
は
、
乙
の
と
き
の
一
連
の
起
請
文
の
「
正
確
な
年
月
日
は
不
明
」
で
あ
る
と
し
、
「
人
物
の
名
前
や
官

職
名
」
か
ら
考
え
て
「
お
そ
ら
く
天
正
十
六
年
の
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
」
（
六
五
六
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
直
茂
が
一
門
・
重
臣
宛
に
提
出
し

た
起
請
文
は
天
正
十
四
年
四
月
十
一
日
、
政
家
が
一
門
・
重
臣
宛
に
提
出
し
た
起
請
文
は
同
年
同
月
十
三
日
で
あ
る
。

（mω
）
藤
野
保
「
九
州
に
お
け
る
幕
溶
領
主
支
配
の
特
質
」
付
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
号
）
・
「
九
州
に
お
け
る
幕
落
体
制
の
特
質
」
（
叶
明

治
維
新
と
九
州
』
九
州
文
化
論
集
三
所
収
）
。

（
幻
）
「
竜
造
寺
家
文
書
」
二

O
三
号
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
。

（
詑
）
「
鍋
島
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
三
巻
所
収
）
三
O
号
高
麗
陣
立
書
。

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
同
（
藤
野
）

二
九


